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序

史跡福山城は、安政元年に完成した最後期の日本式築城による城

郭であり、三ノ丸に 7座の台場を有す、我が国唯一の城郭でありま

す。この城の保存管理については、文化庁 ・北海道の補助により昭

和50年度に保存管理計画を策定し、環境整備に係わる遺構確認調査

は昭和55年度以来実施し、今年度は第13次を数えるに至り ました。

これと同時に石垣の復元工事も進み、とりわけ外堀周辺は、徐々に

城郭の姿を取り戻しつつあります。

さて、今年度は、昨年度より続く史跡福山城南東部ニノ丸・ 三ノ

丸地域の発掘調査を実施いたしました。その結果、隅櫓、東郭土居

石垣、 三ノ丸石垣、五番台場などの遺構が確認されました。とりわ

け、据手門裏東郭の隅櫓と土居石垣の位置が明確になったことで、

この一帯の遺構がほぼ明確となったところであります。今後、この

史跡南東部地域の環境整備に向けて、ますます意を強くしていると

ころであります。

つきましては、これらの成果をもとに、史跡福山城が一日も早く

いにしえに復することを願ってやみません。ここに平成7年度の発

掘調査概要報告書を刊行するにあた り、 本書がより多くの方々に活

用されること期待いたしております。

最後に、この事業を遂行するうえで、文化庁、 北海道教育委員会

をはじめ、関係機関、諸先生がたに多大の御指導御助言をいただき

深く感謝を申し上げる次第であります。

平成8年3月

松前町教育委員会

教育長柳田由孝
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例日

1.本書は、平成7年度に松前町が実施した史跡福山城環境整備事業に伴う遺構確

認調査の概要を報告するものである。

2.本調査は、平成 7年6月から平成 8年3月までの間、次の体制で実施した。

調査主体者：松前町教育委員会教育長柳田由孝

調査担当者・調査員： 調査係長 前田正憲

調査事務局：松前町教育委員会文化財課

調査作業員：上原行雄、酒井 徹、赤松順子、浅見千恵子、石井トメ、石戸礼

子、石山すみ子、河田敬子、川村恵子、川村房子、斉藤秋子、斎藤雅子、

坂本麗子、佐藤伸子、佐藤美恵子、中山千恵子、福井栄子、松川笑美、 三

浦久子、三浦文子、 室田園子、柳沢洋子、和田映子、

3.本書の編集、執筆、写真撮影は前田があたった。

4.遺構実測図の整理・トレースは赤松があたった。

5.遺物実測図の作成・トレースは川村、河田、斎藤、中山、松川、三浦、和田が

あたった。

6.調査期間中、次の諸機関各位から御指導御助言をいただいた。

（敬称略、頬不同）

文化庁記念物課：田中哲雄•本中 興 ・増淵 徹、奈良国立文化財研究所：

加藤允彦、北海道教育庁文化課：伊藤敏彦、昭和女子大学 ：平井 聖、神戸

芸術工科大学：近藤公夫、元国立史料館：浅井潤子、東京大学：渡辺達三、

札幌学院大学 ：桑原真人、札幌市立高等専門学校：大萱昭芳、東北芸術工科

大学：仲野 浩、北海道開拓記念館、佐賀県立九州陶磁文化館、有田町教育

委員会、愛知県陶磁資料館、瀬戸市歴史民俗資料館、 0甘）瀬戸市埋蔵文化財セ

ンター

7.調査に関する諸記録、資料は松前町教育委員会が保管する。
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第 2 表図示遺物観察表←-------ー—-……······••···••····••······· 29 

1.位置図・出土遺構図の縮尺はそれぞれの図表に示した。また、挿図の方位はすべて磁北である。

色刷りマゼンダは福山城以前の福山館期の遺構を示し、シアンはその他を示している。

2.出土遺物の縮尺は、％、％、％、％、％である。写真図版の縮尺は不同である。
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年 度

昭和55年度
昭和58年度
昭和59年度
昭和60年度
昭和61年度
昭和62年度
昭和63年度
平成元年度

平成 2年度
平成 3年度
平成 4年度

平成 5年度
平成 6年度
平成 7年度

I はじめに

1.調査の経緯
史跡福山城の遺構確認調査は、昭和55年度から開始し今回で13回目を数える。こ

れまでの調査により種々の遺構の位置 ・構造が以下のように明らかになってきた。

調査地点 確 ニa心刃 遺 構 調査面積

試掘12箇所 内堀・外堀 146m' 
本丸 内堀・空壕 270m' 
本丸 内堀・空壕 850m' 
本丸 本丸表御殿 l88m2 
本丸 据手門・御多門 170m' 
本丸 本丸表御殿 ・排水溝 880m' 
本丸 本丸表御殿・西塀石垣・排水溝 1,500m' 
本丸 本丸表御殿・西塀石垣・西土手 ・西門跡 1,800m' 

御導場跡・地下蔵様遺構・空壕跡・外堀

本丸 南西隅櫓・杭列 • 井戸・外堀 300m' 
三ノ丸東部 石垣 ・外堀 ・馬坂周辺石垣 200m2 
三ノ丸東部 外堀・馬坂門 ・橋 ・御鉄砲置所 ・御番所・ 1,980m2 

七番御台場 ・土居 ・東部石垣 ・杭列・側溝・水路跡溝跡

三ノ丸東部 外堀・ 三本松土居 ・天神坂門 1,172m' 
ニノ丸東部 二重太鼓櫓、土蔵、土居、据手門 1,600m' 
東郭・ ニノ丸 二重太鼓櫓、隅櫓、四番 ・五番台場、東郭土居、 1,095m' 
三ノ丸東部 三ノ丸土居

以上のように各年度の調査を終え、これまでに本丸及び本丸周辺の主要遺構を調

査し、史跡福山城南東部にあたる、三ノ丸からニノ丸にかけての遺構を集中的に調

査しており、整備により次第に姿を現してきている。平成6年度の史跡整備検討委

員会で、ニノ丸 ・三ノ丸の集中調査を計画し、史跡福山城の南東側全域の遺構を明

らかにし、この地区の整備に資することになった。この指導をもとに文化庁 ・北海

道教育委員会と協議のうえ、平成7年度の調査を実施したものである。

2.調査の目的と成果
今年度の調査は、昨年度の史跡整備検討委員会で御指導いただいたニノ丸・三ノ

丸地域の、二璽太鼓櫓 ・隅櫓・東郭土居石垣・三ノ丸土居石垣・四番五番台場を対

象に、整備復元するための基礎的データを得るための遺構確認調査を行った。その

なかには、二重太鼓櫓・隅櫓の位覆と櫓台高の確認や、昨年度に引き続き外堀ニノ

丸側土居天端の把握、その他土居遺構の確認などの目的があった。調査地域は東郭・

ニノ丸南東部 ・三ノ丸台場の遺構が予想される地域を調査対象とした。調査確認さ

れた遺構は以下のとおりである。

l)太鼓櫓 全面調査

2)隅櫓 全面調査

3)五番台場全面調査

4)各土居

・東郭土居石垣 全面調査

I はじめに 1 



圃細暉 鬱加9年月調査 冒昭和60年月設歪 □蜘 1年度調； □即 1年g員査
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陶磁器類

磁 器 碗

4,633点 皿

鉢

徳

そ

・ニノ丸土居 全面調査

•三ノ丸土居石垣全面調査

今年度の調査により、それぞれの壇嵩、各土居の部分的な土居商、各道路・平場

の路盤高などが確認できた。それと共にこれら遺構のプラン・規模も明確となった。

これらの遺構の位置や規模・構造が明確になったことにより、絵図との照合が昨年

よりさらに広域的に可能となった。また、各標高が明らかになったことにより、慶

応3年に撮影された福山城の写真を比較して、撮影された各遺構の総体のレベル関

係や、遺構の立面規模までも推定が可能となったことが、今回の最大の成果である。

3.調査の方法
本年度の発掘調査区は、昨年度の発掘調査区に隣接しており従前の調査区の呼称

を継承して使用し、整合性を図っている。出土した遺物は、各層位ごとに取り上げ、

遺構については、平面図・断面図 ・立面図等を必要に応じて作成した。

本年度の発掘調査は6月10日から、本格的な調査にかかった。遺構調査は、まず

二重太鼓櫓廻りを調査し、次に東郭の隅櫓部に堆積する近代住宅の廃材や、駐車場

として使用されていたことから、大量に堆積する砂利などを、深さ約0.3m程をバッ

クホーにより除去し、その下位を人力で調査した段階で隅櫓基壇縁石が出土した。

東郭土居石垣については、土居遺構が残存している可能性があるため、重機による

掘削は行わず、すべて人力で行った。調査に係わる土砂の排出には、ベルトコンベ

アー2台を使用した。三ノ丸土居石垣調査で、石垣全体が現われ、土嚢で全体を保

護した。最後に台場の調査を行い、 6月10日から開始した調査は11月3日に終了し

た。整理作業は 3月まで行った。

11,341点

類 2,457点 陶 器 碗 類 168点

類 1,547点 3,337点 皿 類 424点

類 200点 鉢 類 301点

利 類 172点 徳 利 類 370点

の 他 240点 甕 類 572点

表採および石垣裏込め砂利混入陶磁器 3,371点 亜・ギ 類 230点

播 鉢 257点

そ の 他 1,115点

瓦 84点 石製品 20点 硯 6点

ガ ラ ス 15点 砥 石 14点

木 製 ロ 1点nn 

金属製品 535点

そ の 他 41点 土 器 816点

石 器 12点

総出土点数 12,865 

第 1表出土 遺 物 集 計表
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II 調査結果

1.出土遺構 （第3図）

今年度の調査区から出土した遺構は、以下のとおりである。

0福山城期（安政元年完成～明治8年取り壊し）

二重太鼓櫓（天端•土居 ・ 暗渠）

隅櫓 （基壇・縁石 ・桝・暗渠）

東郭石垣 （根石 ・根掘り）

三ノ丸石垣（天端・土居）

五番台場 （根石 ・根掘り）

0福山館期（慶長11年完成～嘉永2年）

土居 （根掘り・栗石）

以上のおもだった遺構が発見された。以下、各地区毎に述べる。

1) 二重太鼓櫓廻り （第4~7図）

(K聞：掘り下げ地業、基壇天端高、土居天端高、嘉永以前暗渠）

〇抄録

昨年度に引き続き調査を行った結果、基壇天端高が標高20.40 m以上で、基壇北

側土居天端高も標高20.25m付近であることが土層観察により判明した。SJ-lGrid

では、嘉永以前の盛り土の調査を行った結果、曲物や漆器、 17世紀から18世紀代の

陶磁器が出土した。また、基壇西側には、ほほ4尺間隔に南北方向に埋設された嘉

永以前の暗渠を 4本発見した。基壇西側の土居天端は特定できなかった。

・ニ重太鼓櫓

昨年度の調査で二重太鼓櫓の基壇地業が、嘉永以前の盛り土をローム地山まで掘

り込み、敷石と粘土を 4~5尺、そして砂利と粘土を 2~3尺積み重ね基壇を構築

していることがトレンチ調査で判った。そこで今年は基壇の天端高を確認すること

と、基壇周辺の土居との関連を確認する作業に重点を置いた。以下、 二重太鼓櫓周

辺の調査部位について、プランとセクションをそれぞれ述べることにする。

基壇平面図 ：第4因色刷りが昨年度調査した遺構部分である。今年度の調査によっ

て、基壇下層部地業の敷石の北東隅が出土した。これにより四隅のうち、南東隅を

除き三方の隅が判明した。その掘り込み地業下層部の、敷石上面の平面規模は南北

31尺で東西32尺である。また、基壇の向きは軸が磁北よりやや東に偏している。

基壇セクション図 ：第5図の SPd-d'は、基壇下層部地業の側面である。このセ

クションでは、福山城築城時に嘉永以前の盛り土を地山ローム面まで掘り下げ、土

層22)で地山面を水平に均し、土層22)の上面から礫を積み上げている状況が判る。

ll調査結果 5 
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第4図 二重太鼓櫓廻り平面図

•平成 6 年度調査

七K-

5m 

S=1: 150 

第4図の平面図中SJ-4Gridに基壇上層部地業の天端付近に、櫓建物土台根石と

思われるグリ ーンタフの平石を発見した。この平石上場のレベルは標高20.39mで

あった。基壇遺構の残存部は、ここが最も標高が高く、この部位以外では遺構が存

在していない。したがってこの平石上場高を、予想される基壇天端高の下限とした

ぃ。この平石付近のセクションを第7図SPf-f'とSPg-g'に示した。平石の位置は S

Pf-f'では土層 4)中で、平石の下位は調査していないのでセクションは表せない。

しかし、その裏面をSPg-g'で表すことができ、それは土層3)の位置にあたる 。こ

の土層は城取り壊し時に土層3)まで削平された後、土層3.4)を盛土している可能

性がある。

また、 SPg-g'のSL-3Point付近に基壇下部地業の敷石と粘土を積み上げている。

大型礫とロームを交互に積んでいる状況が判る。士層13,14,19~23)は、 基壇上部

6 史跡福山城 XIII 1996.3 
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混

2. lOYR％にぶい黄褐色土 ，礫多禁・カー
ボン少々混
3. IOYR％灰褐色土， lOYR％明黄褐色
（軟石）

4. lOYR％黒褐色に礫グリーンタフ砕け石
5, IOYR褐色ロームに礫多益混
6. IOYR¾暗褐色土・礫．ロームプロック
混

7. lOYR¾暗褐色土 ・ 礫 ・ カーボン少々混
8. lOYR％黒褐色に酸化 （赤色）カーボン
混

9. lOYR％褐色土・小砂利屈
10. lOYR％褐色土 ・小砂手IJ屈・カーボン少々
混

11. lOYR％暗褐色土 ・礫 ・小砂利混 ・コン
クリート破片
12. lOYR％黒色土にlOYR％褐色 （軟石）．
カーボン混

13. lOYR％黒褐色土 ・酸化（赤色）
14. lOYR％黒褐色に小砂利カーボン混
15. !OYR％黒褐色にIOYR％黄褐色 （軟石
の砕け）カーポン少々混
16. IOYR％黒色 ・小砂利・カーボン混多品
17. IOYR％暗褐色 ・lOYR％黄褐色ローム
粒 ・カーポン ・礫混 ・酸化（赤色）

18. !OYR％黒色 ・小砂利・カーボン混多益
19. IOYR％暗褐色 ・!OYR％黄褐色ローム
カーポン礫混
20. 10YR％黒色にカーポン ・小砂利混 ．礫

混

21. 10YR％黒色土 ・カーポン多祗
22. lOYR％黒色
23. 1.0YR％黒色にカーポン ・砂利・礫多蕊
24. lOYR％黒褐色にカーポン多最に混
25. !OYR％黒褐色にカーボン多巌
26. lOYR％黒褐色にカーポン多誠・ IOYR
％褐色混・カーボン少々混

19.0m 

18. om21 

1. LOYR％にぶい黄褐色 ・lOYR％黄
褐色ローム混 ・カーポン少々
2. LOYR％褐色 • 砂利 ・ 小砂利混
3. IOYR％黒褐色 ・ローム ・カーポン・
小砂利混

4 . 砂利•砂版カーポン少々混
5. JOYR％黒褐色にlOYR％黄褐色ロー
ム粒 ・カーボン少々混
6. IOYR％黒褐色にlOYR％黄褐色ロー
ム混

7.砂利届
8. lOYR％黒褐色 （砂っぼい）礫多ご・
9.砂利・小砂利居
10. IOYR％黒褐色に10YR％黄褐色
（ローム粒・グリーンタフ砕け多品）
カーポン少々

11, lOYR％灰黄褐色と lOYR％黄褐色
ロームの混り・カーボン少々混

12.砂利届

022 —,-I/Ill 
25 20 19 2418 17 162 

13. lOYR％黒褐色50％にlOYR％黄褐
色ローム50％混
14. lOYR％黙褐色に砂利 ・小砂利カー
ボン少々混
15. lOYR％黒褐色に （酸化・赤色少々
混）カーポン多拡
16. !OYR％黒褐色にlOYR％褐色混．
カーボン少々

17. lOYR％黒褐色
18. lOYR％黒褐色にカーポン多拭
19. lOYR％黒褐色に（酸化 ・赤色混）
カーボン少々混
20. lOYR％黄褐色ローム
21.カ＿ポン
22. lOYR％暗褐色・礫屈
23. lOYR％黒褐色にカーポン少々
24. lOYR％暗褐色（木材片多筵）
25. lOYR％黄褐色ローム（もろい）

zo.om 
SPb 

ご
黄

々

一

い

少

カ

ぶ

々

色

，

に

少

赤

混

％
ジ

化

色

。

y
R
ポ
濯
褐

る

0
-

%

1
 

ーに
ヵ
に
量
に

図

吐

色

利

色

多

色

力

褐
砂
褐
ン
褐

ン

兄

黄

小

縣

ポ

焦

‘

ー

%
g
-
%
々

ョ

犬

R
混

R
ヵ
R

少

シ

い

Y
色

Y
)
Y
ン

‘
>
 

10
褐

10
混

10

ボ

ク

、

L

l

3

セ

て

チ

し

-‘C
2

3

ン

築

レ

版

9]
]
<

w~
 

4. !OYR％黒褐色
5. !OYR％黒褐色にカーボン多産
6. lOYR％黒褐色に小砂利少々・カー
ボン辰
7.カーボン
8. !OYR％暗褐色 （木材片多呈）

S=1: 100 

・嘉永以前盛り土

櫓台の基壇地業周辺の嘉永以前盛り土部、 SJ-lGridの調査を行い、盛り土堆積状

況を調査した。この調査で、木製遺物とともに、主として17~18世紀までの陶磁器

が出土した。

土層の堆積状況を第5図SPa-a'に示す。土層 1,11)が近代の撹乱で、土層2~8)

が嘉永年間築城時の盛り土で、上層9)以下が17世紀後半から嘉永以前までの盛り

士である。また、土層12~14)の掘り込みは築城以前の可能性が高い。

遺物の出土状況を第6図に示した。陶磁器の種類は、碗、 皿、播鉢、大鉢などが

ある。木製品については、曲物がおおく 、径は 1尺5寸のものが多く出土した。差

物の漆塗の破片や、黒漆塗椀も少量出土した。また、カバ類の樹皮や、柾が多量に

出土していた。木製品は保存状態が悪く、比較的保存状態の良いものについては10

~20％のメタノ ール液に漬けて保存している。

・基壇周辺土居

二重太鼓櫓基壇北側と西側の土居高の確認を目的とした、部分的な平面調査を行っ

た。櫓北側のSH-3~SK-3Gridにかけて調査を行った結果、 SJ-3, SK-3にかけて福

山館期の柵列の跡と思われる柱穴列を発見した。また、この 3ライ ンのセク ション

の観察によ って、土居の天端高が判ると共に、土居勾配も部分的に推定できるよう

になった。さらに、櫓西側SM-99,SM-OGridを調査したが、土居天端を特定でき

なかった。この西側地区の調査では、福山館期の建物土台根掘りが部分的に発見さ

れた。

II調査結果 7 
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第6図 櫓台基壇トレンチ遺物出土状況
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基壇北側土居 ：第7図のSPf-f'とSPg-g'に土居の土層堆積状況が判る。

SPf-f'の土層8.9)の上面と、 SPg-g'土層1~5)以下の土層上面のうち、土層26)

の上面が基壇北側土居天端と思われる。標高は20.25mまでは確認できる。土層 36

~38)までは福山館期の堆積土であり、土層36)は柵列の確認面でもある。また、

土層の堆積が、北側から南側に傾斜して堆積している状況から、北側から南側に盛

りたして、この土居を形成したことが判る。基壇地業とのつながりを観察すると、

基壇下層部地業の敷石を積み終えた後、土居をつなげ基壇上部の地業を行っている

ことが判る。したがって構築順序は、基壇下層部地業→土居→上層部地業の順とな

る。SPe-e'には基壇上部他業の版築状況がセクション中央部に表われている。

基壇西側土居 ：第9図のSPI・I'にある土層23)以下が福山館期の土居盛 り土であ

る。土層19~22)は、築城時に堆積したもので、土層19)より上位は、明治 8年以

降に堆積したものと思われる。天端は確認できなかったが、土層23)の上面よ りさ

ほど高くない位置（標高で19.6mを大きく 出ない位置）に天端があるのかも知れな

い。

このことと、この部分の土居の外堀との距離と、セクションに認められる土居の

法の勾配との関係から、法面はあまり崩されずに残っている可能性が考えられる。

また、土層 29,34~37)と土層 39,42~44)の境は断層面で、炭化物が含まれてい

る土層が堆積していることから、福山館期の中頃にこの断層が生じたものと思われ

る。

・基壇西側暗渠

昨年度部分的に調査した暗渠の埋設状況についてさらに範囲を広げ調査し、これ

によって、暗渠の内々でほぽ4尺間隔（芯々で5尺）に、南北方向に 4本の暗渠を

発見した。暗渠の埋設された時期は、土層観察から嘉永築城以前と思われる。

8 史跡福山城 xm 1996.3 



暗渠は、板材を箱形に組んだものである。蓋は原形をほとんどとどめておらず、

側板は部分的に残存していた。底板はほぼ完全に残っており底板の幅はほぽ1尺で

ある。4本の暗渠の底板埋設レベルは18.2~18.3mであり、ほぽ一定の深さで埋

設されている ことが判る。なお、勾配が判らず排水方向は不明である。

2)隅櫓廻り

(K.¥V.：慶応 3年写真、 二重櫓、大壁、桁行四間、梁間三間、土台石垣高、暗渠、

石製枡、福山館期土居根掘り）

〇抄録

隅櫓は、東郭の南西隅、据手門の西側に位置する櫓で、建物土台石垣の一部を発

見した。石垣の規模は、桁行が石垣下場間で26尺、梁間はその根掘りから約19尺と

考えられる。慶応3年の写真では二層の大壁である。また、隅櫓に沿って、西側か

ら北側に流れる暗渠排水遺構が確認された。さらに、隅櫓土台石垣の西隣に嘉永以

前の土居根堀りが確認された。

．隅櫓

隅櫓は、据手門からつながっている東郭土居上にあり、東郭の南東隅に位置する。

今回の調査の目的は、据手門裏平場と隅櫓 ・東郭土居との平面関係と立面関係、そ

してそれぞれの規模 ・構造を確認することにあった。

櫓土台石垣 ：この土台石垣の残存状況は、 南東隅から南面の石垣の一部と、北面

石垣の一部とその根掘りが発見された。これによって土台規模が桁行26尺、梁間約

19尺と考えられる。また、 土台石の据付は、根掘りを行うが非常に浅く、石垣と根

掘り底面との間に、栗石をほとんど挟まず底面に直接置かれていた。

土台石垣は、土蔵土台石や土居石垣と同じグリ ーンタフを用い、松前町内神明の

沢産（福山城東側を流れる大松前川上流）で、面がほぽ2尺の大きさのものを積み

上げている。なお、櫓台中央部は明治8年取り壊し以降、小学校教員住宅などで撹

乱を受けていた。

土層堆積状況 ：櫓土台石垣を含む隅櫓の土層堆積状況を述べる。

第9図SPc-c'では、 G-7Point付近の土層26)あたりに土台石垣がのる 。櫓周辺

の土層 1~14)は近代の盛り土と思われるが、土層2,6,10,11)は基壇およぴ土居内

の土砂であった可能性が考えられる。また、石垣の面の観察から、表面の仕上げの

はつり調整跡のレベルが22.65mまで確認できたので、櫓基壇周辺の地表面レベル

はこれを大きくずれない位置が考えられる。そして、土居天端標高については、 G-

7~G-8Pointの間に土層14~17)までの上面水平部は、標高が22.lm前後であるの

で、これは明治8年城取り壊し時に削平されたものと考えられる。

第10図SPf-f'では土層2)の堆積する凹みは、櫓基壇の縁石抜き取り跡と考えら

れ、この土層2)自体は築城時の基壇内の盛り土であろうと思われる。土台石は、

II調査結果 9 
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I rlt 15・ 10 

l.盛土
2.木の根掘り跡
3. IOYR％暗褐色土に 10YR½賀橙 色軟石混
砂利多云混
4. IOYR％暗褐色に礫・小砂利多量
5.礫層
6. JOYR％暗褐色・JOYR％黄褐色ロームのil!.
り． IOYR％にぶい賞橙（軟石）混
7. tOYR％然褐色に砂利il!.
8. IOYR％黄褐色ローム層1こIOYR％陪褐色土
混
9. IOYR％黒褐色土1こIOYR％褐色土少々 混
lO. IOYR％昭褐色 •IOYR％褐色混り •10YR¾

24 
1.盛土
2. IOYR％暗褐色土に小砂利 ・グリ ーンタフ砕
け滉
3. IOYR％黄褐色土 （ローム）
4. IOYR％暗褐色土にIOYR．煎灰白色土 • !OYR
％浅黄粒（軟石）多溢混
5.砂 ・小砂利陪
6. 砂利層 • 砂・混
7. !OYR％黄褐色 （軟石）
8. IOYR％浅黄橙色土にIOYR所褐色灰色土混
（地山砕け）
9. lOYR％黄褐色土にIOYR％暗褐色土少々混
10. 5 G％緑灰色砕け
11. !OYR％褐色土にIOYR％貨褐色土混・カー

ポン・礫．軟石混
12. lOYR％にぶい黄褐土に礫 •IOYR％黄褐色
土混

13 . 小砂利 • 砂・グリーンタフ砕け混
14. 7.5YR％灰褐色土にIOYR％黄橙軟石 （岩盤）

• IOYR％浅黄橙色土混
15. IOYR明黄褐色土 • IOYR％灰白色土に10YR
％暗褐色土、カーポン混
16. IOYR％明黄褐色土にlOYR％浅黄橙色土混
17. IOYR％にぶい黄褐色士にカーポン混
18. IOYR％にぶい黄褐色土に黄褐色ローム混
19. IOYR％暗褐色土
20. IOYR％にぶい黄褐色にカーボン混
21. IOYR％黒褐色土とIOYR％黄褐色士の混り

—+-SL-3 -+-SK-3 

20. o m 
SPg 

l9 
賀褐色ローム混・カーボン少々混
11. IOYR黄校軟石と IOYR¾陪褐色の混り
12. lOYR％賀褐色と !OYR½l/i橙軟石の混り
13. lOYR¾· ％恩褐色 1こ％賣褐色ローム粒 • 砂
利少々 混

l4 ．礫•砂利層
15. !OYR¾黄褐色ローム
16. !OYR％陪褐色にIOYR％賞褐色ローム粒

礫・カーポン少々混•砂利少々
17. IOYR¾黒褐色に IOYR％黄褐色混り
18. IOYR¾黙褐色土1こ IOYR％黄褐色ローム少々
視
19.礫層

--+-- ·— 22, IO_Y]:¥％黒褐色土に砂利 ・小砂利 ・カー
n 'SJ -3) ~5 /31 23. j謬k暗褐色土 ・1的R％褐色にカー

ポン混
g, 24. IOYR％陪褐色土に10YR％褐色土混
- 25. IOYR％暗掲色土 • IOYR％褐色土に％
34 黄褐色ローム粒混 ・カーポン混
35 26. IOYR％黄褐色土

5 6 
l. lOYR％褐色土（で礫・小石・ロームプロッ
ク混）
2.砂利
3. lOYR％暗褐色
4. IOY『泊埠土舟カーポン・ 9)屯・ローム
粒iJI.
5. IOYR％明黄褐土（岩盤砕け混）
6. IOYR黄褐 ローム（％褐色土混） （カー

:: j饗｀（ローム粒 カーボン少々 19 

！路喘閲覧昔＋lOYR％明黄褐ローム 舟：

1. lOYR％にぶい黄褐色土
2. lOYR％昭褐色土（ローム ・小石混）
3.砂利屈
4. lOYR％黒褐色土（小石 ・軟石混）
5.宵礫屈
6. lOYR％暗褐色土 （カーポン10%
小石ロームプロック少し混）

7. lOYR％焦褐色土
8. lOYR％暗褐色土
9. lOYR％黒褐色土
10.砂利
11. lOYR％暗褐色土 （力 ＿ボン 2%
ロームプロ ック少々混）

12, IOYR％黒褐色土
13. lOYR％灰白軟石
14. lOYR％暗褐色土 （カ ーボン10%
ローム混）

15. lOYR％暗褐色土 （カ ーボン 5%
ローム粒少々混）

16. IOYR％にぶい黄褐色土（粘性あり）
17. lOYR％黒褐色土 （ロームプロック
20% ・カーポン混2%)粘性あり
18. lOYR％黒褐色土（粘性あり）

SP」
20. o m. 

21 

22. 10YR虹蝉土｛10YR知瞑紅混） 30 
23. !OYR％麟色土 !OYR％明黄褐ローム 31 
プロック ・カーポン少々 混） 32 
24. !OYR％褐色土 （カーポン・ローム粒小石
混） 3J 

25. 四昆呪誓土(IOYR矧黒褐釦並• 34 

26. !OYR％褐色土 （カーボン少々 ・ローム粒 35 
混） 36.
27. lOYR加．＼褐色土（カーポン少々 ・小石混）

翡器器娼寵咤む知1褐色土カ一 塁
ボ

十—

1. IOYR％にぶい黄褐色土
2. lOYR％にぶい競褐色土 （小石 ・
IOYR％質翡色軟石混） 3%
3. IOYR％黒色土
4. IOYR％暗褐色土 （円礫 ・小石
況）
5.砂利届
6. lOYR％にぶい黄褐色土 （小石
混）
7. IOYR％にぶい黄橙色 （軟石砕
に混）
8. IOYR％暗褐色土 （礫 ・ローム
滉 1%)
9. lOYR％黒褐色土 (lOYR％明黄
褐色ローム粒 ・カーポン少々
小砂利少々混）
10. lOYR％にぶい黄橙色 （軟石砕
け混）
11. lOYR％にぶい黄橙色 （軟石砕
け混）
12. lOYR％暗褐色土
13. lOYR％賠褐色土 （ローム粒
小石混）
14. lOYR％暗褐色
15.砂利 ・円礫層
16. lOYR％黒褐色土混 ・カーポン

階
17.砂利 ・礫層
18. IOYR％黒褐色土 （カーポン混）
19. lOYR％盟褐色土＋lOYR％黄褐

SP, 
20.om 

l. lOYR％にぶい黄褐色土
2. lOYR％黒褐色土（小石混） しまり
なし
3. lOYR％にぶい黄褐色土 （円礫・角
礫 ・小石混）
4. lOYR％にぶい黄褐色土 （小石・ 10
YR％黄橙色軟石10％混）
5. lOYR％暗褐色土
6. lOYR％暗褐色土
7. lOYR％黒褐色土 （小石軟石混）
8. lOYR％黒褐色土
9. lOYR％暗褐色土 （円礫 ・小石混）
10. lOYR％黒褐色土 (lOYR％明黄褐
色ローム粒 ・カーボン少々 ・小砂利

少々況）

11. lOYR％にぶい黄橙色 （軟石砕け混）
12. lOYR％にぶい黄橙色 （軟石砕け滉）
13. lOYR％暗褐色土 （カーポン 1% . 
ロームプロック 1％軟石混 ・しまり
あり）
14. lOYR½II音褐色土（ローム粒 1 % • 
小石混）
15. lOYR％暗褐色土 （ローム粒 1%.
小石混）

16. lOYR％暗褐色土
17. lOYR％暗褐色土 (lOYR％黄褐色
土 ・ロームプロック50％多品混）
18. lOYR％暗褐色土 （円礫混）
19. lOYR％暗褐色土（ロ ーム ・プロッ
ク ・ローム粒・カーボン少々混）

20.砂利 ・円礫届
21.カーボン層 (lOYR％黒褐色土混）
22.砂利 ・礫層
23. lOYR％熙褐色土 （カ ーボン 3%
小石ローム粒混）

5 i' 

4
 

7

2
 

24.青礫層
25. IOYR％暗褐色土 （カ ーボン 2%・
小石混）
26. !OYR％黒褐色土 （カ ーボン20%• 
ロープロック20％混 ・小石）
27. !OYR％暗褐色土 （カーポンl0%
ローム ・小石混）

28. lOYR％黒褐色土 （カ ーポン 2%
小石混）
29. IOYR％黒褐色土 （円礫 ・小砂利混）
30.礫居
31. IOYR％黄褐色ローム
32. lOYR％黒褐色土（カ ーボン 1％混）
33. lOYR％黒褐色土 ( 10YR¾黄褐色
土混）

34. IOYR％黒褐色土 （カーポン10％況）
35.小砂利居
36. lOYR％褐色土 （カ ーボン 5％混．
ロームプロック10％混）
37. lOYR％黒褐色土＋IOYR％黄褐色
ローム

38. lOYR％黒褐色土 （カ ーポン・ロー
ムプロック混）

39. I)ヽ砂利屈
40. IOYR％褐色土
41. lOYR％暗褐色土 （ローム粒混）
42. lOYR累褐色土 （カ ーボン30％混）
43. lOYR％黒褐色土 （カーポン 5%・
小石混）
44. lOYR％黒褐色土・礫屈（カーボン
10％混）
45. lOYR％にぶい黄橙色土 （粘性あり）
46. IOYR％黒褐色土

S=1: 100 
第7図 櫓台廻りセクション図

10 史跡福山城 XIIl 1996.3 
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第8図 隅櫓廻り平面図

II調査結果 11 



SPa古-4
23．伽

—+-1-5 -+-
1-6 
a‘ 

1
2
 

冷
滓
華
巳
蔀

益

1
9
9
6
.3
 

こ□言冒戸三デ—
1.砕石

;: }器欝翡悶魯生 （礫2％混）
4. 10YR%1こぶい貿門色土（軟石砕け50％以上混）
5. lOYR％昭褐色土 ローム粒3%・ロームプロック2伽血以
上3%・ カーボン ・小石2％視、固く締まっている）
6. lOYR％暗褐色土
7. 10YR紅＂噌色 土｛ローム粒2％混）
8. !OYR％暗色土ロームプロック 6m~2°'""7％混）
9. 5YR％明悶褐色土 （カーポン25％混）
10. lOYR½思色土 （ロームプロック 8m~4=10％混．礫
5％混）
11. !OYR％暗褐色土（ロームプロック粒7%・カーポン・焼

―←  -+-SPb H-4 . H-5 
23.0m 

土少々滉）
12. 5YR％赤褐色焼土 ・カーポン50％混
13.カーポン層
14. IOYR％暗褐色土 ｛礫50％混 、ローム 3％混）
15. IOYR¾II附褐色土小石 2 ％混）
16. IOYR％賀褐色ローム (IOYR％暗褐色土少；；混・小石
20mm 5％混）
17. IOYR％黙褐色土 ロームプロック10mm-40mm15％混）
18. IOYR狐媒褐色土 ｛カーボン 1% •ローム粒 1 ％混）
19. I OY認暗褐色土礫•砂＆20％混）
20. IOYR％にぶい黄橙色土 （ 石砕け・小石20％混）
21. IOYR½黒褐色土（ローム粒 1 ％混）

＋ 
H-6 →・7 

__lLQnl__ 1. lOYR氾褐色土 （礫 ．軟石Eけ50％混）
2. 10YR％熱褐色土 ローム9:2％・焼土微か昆・カーポン混）
3. 10YR%l府褐色土 ｛ロームプロック 2ml~4口 7%• カーポン
少旦滉．締まりあ ） 

20,0m 4. IOYR％黒褐色土軟石・焼土粒!O％混）
—— 5. IOYR％黒褐色土 [IOYR％貿褐色ロームプロック lcm-5cm

50％混 ・ローム粒混）
6. lOYR％焦褐色土（小石・ロームプロック50％混）
7. !OYR％暗褐色土

』 8. IOYR％馬褐色土（カーボン15％混・ 10YR％褐色土1％混
締まりなし）
9. !OYR％暗褐色土
10, lOYR％黒褐色土
11.焼土
12. lOYR!li規色土
13. !OYR％暗褐色土 （ローム20% • lOYR％灰賀褐色ローム少々
混）
14. 10YR％暗褐色土｛カーポン・焼土粒・小石混）
15. lOYR％暗褐色土 lOYR％黄褐色ローム・ lOYR％灰黄褐色
ローム80％混）
16. !OYR％馬褐色土（カーボン少々滉）

G-3 
-+-
塁

-+-
G-4 

17. lOYR％縣褐色土
18. lOYR½巣褐色土 ローム粒15%il!.)
19. 10YR％黒褐色土 ローム粒・焼土料1％混 ・小石少量混）

碧：器譴悶魯圭！唇き瓢腎％混）
22. IOYR％黒褐色土
23. lOYR％暗褐色土（焼土粒・カーポン 1％混）
24. lOYR％賀褐色ローム
25. lOYR％慇褐色土 （青石 ・背石砕石 9％混．礫・小砂利混）
26. 2.5YR％にぷい橙軟石
27. !OYR％島褐色土＋lOYR％褐色士
28. lOYR％黒褐色土｛ローム粒10%iJl.)
29. IOYR％焦褐色土 ロームプロック ・ローム粒．軟石プロック
釦以下混）
30. IOYR％黒褐色土70%+10YR％黄褐色土30%
31. 2.5YR％にぶい橙色軟石
32. 10YR％褐灰色岩盤プロック層
33. IOYR％熱褐色土（ロームプロック50％混）
34. 2.5YR％にぶい橙色軟石
35. IOYR％黒褐色土 （ロームプロック10mm以下10％混）
36. lOYR％黙褐色土＋IOYR％黄褐色土

→-5 

SPd →一
ユ辿迦． G-4 

4 I 

2 
旦 O3 5 

21.om 言
I.砕石
2. lOYR％褐色土（礫混）
3. lOYR％暗褐色土
4.砂層
5. lOYR½!し＼褐色土 ( IOYR¾貿褐色ロームプロ ック 20mm~
50mm以上 ・ローム粒混）

6. 礫 • 砂利層
7. lOYR¾llll褐色土
8. lOYR％黒褐色士、 暗渠底（明治）
9. 10YR9i熱色土
lO. !OYR％黄褐色ローム
ll. 5YR¾H音赤褐色土（焼土）

37. 5Ril(赤黒色岩盤プロック層
38. lOYR％焦褐色土 （小石混）
39. 2.5YR％にぶい橙色軟石
40. IOYR％黒褐色士 IOY瞑にぶい賀褐色土30％混）

サ：器脱翡魯圭｛啓竺灯認翌篇や
43. 2.5YR％にぶい橙色軟石
44．岩盤プロック層 (5Y％灰オリープ）
45. IOYR％暗褐色士 （軟石80％混）

―←  G-6 

-t-
5 

H-4 ．旦し三 三12-

12.カーポン層
13. IOYR％暗褐色土
14. I OYR％馬褐色土｛育石・礫•小石混）
15. lOYR％馬褐色土ローム80%iJ!.)
16.砂利層
17. lOYR％賀褐色ローム
18. lOYR如附褐色土（小石•寄石砕9t混 ）
19. IOYR％黄褐色ローム
20. 礫 • 砂利層
21. 2.5Y％明黄褐色ローム
22. IOYR％賠褐色土 （7.sY％淡貿色軟石50%i昆）
23.砂利層

＋ 
H-8 
b' 

46. IOYR％褐色土 ( I OYR'½'褐灰色士40% ・ローム粒混）
47. IOYR％島褐色土 (lOYR％黄褐色土30%・軟石混）
48. IOYR％褐色土

1、 関lt凜話謬需製認ぶ登色軟石10％混）
51.斉石の砕け層
52. lOYR％黄褐色ローム十 5Y％灰オリープローム
53.岩盤のプロック層
54, 2.5YR％にぶい橙色軟石
55. lOYR％褐色土 （軟石の砕け50％混）
56. 5Y¾II佑オリープ軟石（灰色岩盤プロック 10％混）
57. 2.5YR％にぶい橙色軟石
58. 10YR鴎闘色土ローム粒20%i恥
59. IOYR鴎色土 ｛宵石の砕け40％混）
60. lOYR％褐色土＋lOYR％黒褐色土 （軟石のプロック20％混）
61. 2.5YR％にぶい橙色軟石
62.涛石のプロック＋汗石の砕石層
63. 2.5YR％にぶい橙色軟石
64. 2.5YR¾lこぶい橙色軟石
65. 5R沢赤且＼色岩盤プロック
66.岩盤プロック層 (5Y％灰オリープ）
67. I OYR¾UJl褐色土
68．岩盤プロック層はY％灰オリープ）
69. 5 YR％にぶい赤色岩盤プロック

c' 

22. om 

ll,,Qfil_ I. IOYR％褐色土 （礫混）
2. lOYR％暗褐色土
3. IOYR％黒色土 （軟石滉）
4. lOYR％謀褐色土 （ローム粒 ・カーポン 3％混．
焼土粒）
5. IOYR％黒褐色土・ IOYR％黄褐色 （ロームプロ
ック20mm~50m以上50%・ローム粒混）
6. 2.5Y％明黄褐軟石愚
7.礫・小砂利恩
8.砂利層
9. lOYR％屈褐色土小石嗽石50％混）
10. 10YR％黒褐色土｛ローム50％混
ll. IOYR％黒褐色土ローム10％混｝

SF: 

13.0m 
G-5 ―←  

12 . 汗礫•砂
13. IOYR％焦褐色土
14. lOYR％黒褐色土 ローム粒10%・カーポン混
15. lOYR％黒褐色土 ローム粒10%・ カーポン混

評悩譴靡圭｛g芸嬰笞ツ闘土砕且｝
ローム粒20%)

18. lOYR％黒褐色土 （ロームプロック20,,,Xl伽n
混）
19. lOYR％瓜褐色土 （ローム50％混）
20. 10YR％黄褐色ローム

翡：｛器ほ§悶箆魯告笠YR％黄褐色ローム50％視）

Hー了 一 ―←  1-5 

22.0m ヽ ·~•3

19 20 

23. lOYR％焦色土 （しまりなし）
24. lOYR％皿褐色土（ロームプロック10mm以下10%
混 ・しまりなし）
25. lOYR％黒褐色土
26. IOYR％黒褐色カーポン ・ローム粒3％混（やや
しまりあり）

27. IOYR％黄褐色ローム
28. l'i'石・砕石層
29. 7.5Y％灰色岩
30. IOYR％黄褐色ローム
31. lOYR％褐灰土 （軟石）
32. IOYR％黒褐色土
33.襄込め

1. lOYR％黒褐色土
2. lOYR％息褐色土 12. I 
3. IOYR矧黒褐匹ローム1知以上25％角礫・円礫混） 13. I 

i. }器談悶鮭{gこ嬬含ん％吐品五翌ーポン 甘： ｝ 
混） 16. I 
6. IOYR％町褐色土 （ロームプロック2伽心吐3%・カーポ ii: io 
準） 18. I 
7. IOYR閑黙褐色土 ｛煉虚・カーポン混） 」
8. IOY_R％昭褐色土公泊n~4伽mのロームプロック 7%・ 力 19. i 
ーボン少量混・綿まりあり）
9_.礫層 20. 1 
10. IOYR％陪褐色土 ローム粒10%) 21. 1 
11. IOYR％陪褐血 iロームプロック4に以下3%・カーポ 22. I 
ン少々 混） 23．I 

}-戸― 翡i
e 26. 1 

27. 1 
28. I 
29. 1 
30. 1 
31. 1 
32. 10 
3'l. 10 
34. 10 
なし

王 31

隅櫓廻りセクション図（1)
29・ 

S=1: 120 

旱：虹力i;)ポ鳴）

茫入プロック・ローム粒7％混・カーポン・焼

(lOYR％黄褐色ローム30mmtl_r3％混・カーポン

円礫混）

） 
R％黄橙色土少々 混じり）
50％混）

巳！言3％ カーボン混）
lOYR％褐んローム •IOYR％にぶい貨橙色土混）
ム
（カーポン 1％混）
ム
（カーボン15％混． lOYR％褐色土1％混・締まり



地山ロームにのる。土層12)は雨落ち砂利と思われ、敷幅は5尺である。暗渠との

新旧関係は、掘り方に堆積する土砂の流れ込みの状態から、築城時に同時に構築さ

れ、暗渠を埋設した後、基壇縁石根掘り底にロームを詰め縁石を積み上げたのち、

隅櫓土台および土台周辺を築造したことが判る。

第10図SPg-g'の土層1~11)は、明治8年城取り壊し以降に構築されたもので、

土層16~20)が築城時の櫓基壇土台内側の士砂である。また、土層22)は地山ロー

ムで、土層21)は築城以前の堆積土である。土層14)は雨落ち砂利で近代の掘り込

みによって切られている。G-6Grid側の土台石垣には、裏込め栗石が残っていた。

第10図SPj-j'の土層1,2)は縁石抜き取り後の堆積土で、土層3~5)は暗渠埋設覆

土である。土層10)は築城以前の堆積土で、その上位が築城時盛り土である。

•石段

I-5Grid、隅櫓の北側、石枡の南に接して石垣風のグリ ーンタフ 2石が出土した。

面の幅が1石約2尺5寸で2石合わせて約 5尺である。松前神社所蔵絵図によると、

この位置に士居に登る階段があり、位置関係および構造から、土居石段の可能性が

考えられる。石段石は、ローム地山にのり、 面は一部暗渠掘り方の覆土にかかる。

土層堆積状況 ：石段を含む周辺の土層堆積状況を述べる。

第11図SPa-a'は、石製枡から南へ2尺ほど延びる暗渠にかかる断面図で、 石製階段

との土層位置関係を示す。土層l)は福山城時代の表土で、ロームを張っている。S

Pb-b'は、暗渠の断面との関係を示している。また、 SPg-g'は暗渠と石段の側面の

暗渠覆土内の土層堆積状況を示す。土層3)の下位にある礫は、石製枡から南へ2尺

ほど延びる暗渠で、ここで途切れる。

．枡、暗渠

この地区の調査で、木製枡2基 ・石製枡1基そして、それをつなぐ木製暗渠と石

製暗渠が発見された。枡と暗渠の配置は、据手門裏の雨水を集める枡2から木製暗

渠で枡 1につなぎ、枡1は西側の番所側から木製暗渠で排水を取り込んでいる。さ

らに石製の枡3に石製暗渠で導き、枡3は木製暗渠により北側からの排水と、石段

下の雨水を取り込み、かなりの勾配をもって東郭石垣方向に排水される。なお、こ

の吹き出し口は、平成3年度の石垣の発掘調査で確認している（史跡福山城 ・松城

遺跡1989.3)。以下、それぞれの詳細について述べる。

木製枡 （第12図）

枡 1の規模は、内法で 2尺 5寸四方、高さは最大で1尺7寸が残存していた。当

時の地表面から底板上面までの深さは 2尺3寸ほどである。底板の幅はほぽ7寸で、

側板はかなりやせているが、残存していた幅は 6寸前後で厚さは 7分程である。側

板には、 2方に呑み口、 1方に排水口があり、呑み口の大きさは幅が1尺3寸程で

高さが4寸前後と思われる。いずれも底板より1寸～ 1寸5分程高い位置に穿たれ

る。排水口は、幅が1尺高さが5寸6分～ 6寸程と思われる。穿たれる位置は底板

と同レベルである。底板上面の標高は21.17mである。

枡2の規模は、内法で東西3尺南北2尺9寸である。深さは側板がほとんど残っ

ll調査結果 13 
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21.0m 

1.表土・ lOYR％褐色土
2. lOYR％暗褐色土（ロームプロック20mm以下
5%・ローム粒5%・ カーボン少々混）
3. JOY R％黄褐色ローム
4. !OYR％黒褐色土（ロームブロック30mm以上
20% ・カーボン少々混）
5. JOYR％累褐色土（ロームプロック15mm以下
10%・カーポン少々混）
6. !OYR％黒褐色土（廿石・礫・小石混）
7. JOY R％黒褐色土 （ロームプロック 5％混）
8. JOY R％黄褐色ローム (lOYR％黙褐色土30
％混 ・カーポン少々混）
9. JOYR％黒掲色土 （ロームプロック10mm以下
40%) 
10. JOY R％黒褐色土（ローム粒 1％混．締まり
なし）
11. IOYR¾黄褐色ローム(i’f石混）
12 . 礫•砂利

SPg 
23.0m 

G-ず一

22.om 
12 

5 、＇フ ～、
l3．暗渠の盗 rーー＇ 土8
14. lOYR％黒褐色土 5YR％暗赤褐土20％混） 台
l5. 10YR％黒褐色土 ｛礫少々 混 ・ローム粒1％ 石
．締まりなし）

16. 10YR％黒笠色土 (lOYR％灰黄褐色ローム
プロック混
17. lOY R％暗褐色土 (2.5YR％赤褐色土50％混
・ローム粒・ロームプロック10mm位20％混）

l8．礫思 (lOYR％暗褐色士混）
19. lOY R％黒褐色土 （ローム30%・存石砕け30
％混）
20. lOY R％黒褐色土 （ローム ・ロームプロック
・ローム粒50%・行石砕け30％混）

21. lOYR％焦褐色土（ローム粒20%• i'f石砕け
20％混）
22.岩盤プロック層
23. lOY R％黒褐色土 （ローム30%・行石砕け混）

17 

---------------皇
H-6 -+-

2I.0m 

l. 10YR%9音褐色土 (lOYR％黄褐色ローム10%
混）
2. !OYR％黒褐色土 （カーボン・背石砕け2％混）

_ 3. !OYR％暗褐色に礫多量・カーボン少々
4.裏込め
5. !OYR％黒褐色にlOYR¾黄褐色ローム粒50％混
6. lOY R％熱褐色に礫．軟石多三混
7. lOY R％黄掲色にグリ ーンタフ砕けカーボン少々

・e..1ー 010YR％黒褐色に10YR％黄褐色ローム粒10％混
・礫・グリーンタフ砕け多:Iii昆
9. !OYR％黒掲色に!OYR％黄褐色ローム20％混
10. IOY R％黒褐色に!OYR％黄褐色ローム粒50％混
11. !OY R％褐色ローム

- 12. !OYR％縣褐色士

五 HT  
1 16 44 _43 _46 ,12 13 48 J.014Jl ll ?S 8 ・上

21.0m 

39 41 

ら
13地山ローム

5 

19 
24. JOY R％黒褐色土 (IOY
R％灰黄褐色軟石3%.22’lo'14 
IOY R％黄褐ローム粒5
％混）
25. IOYR％黄褐色ローム （
lOYR％暗褐色土30％混）

26. lOYR％黒褐色土 （ロー
ムプロック 1％混）
27.認闘罰色土（ロー

28. IOYR％黙掲色土（ロー
ム粒 ・ロームプロック10
％混）

去
口

4石、15

っ

I. IOY R％暗褐色土ローム30％混
2. 10YR％黒褐色土（ローム粒30％混 ・カーポン少々混）
3. IOYR％焦褐色土＋ローム
4. IOY R％黒褐色土 ロームプロック30mmI%・軟石混）―-5: IOYR％黒褐色土 {IOYR％黄褐色ロームプロック10mm以下
10％混 ．礫少々 混）
6. IOYR％黒褐色土(IOYR％黄褐色ローム粒20％混 ・小石混）
7.小砂利層一 8. 10YR％黒褐色土 ｛カーポン少々 ・ローム粒5％混）
9. IOY R％晶褐色土 i9f石・礫 ・軟石・ ローム粒50％混）
10. IOY R％黒褐色土 （混じり物なし）
II. IOYR％黒褐色土

l．紅（10YR％黒褐色土｝
2. lOY R％黒色土（軟石混
3. lOY R％黙褐色士（ローム粒・カーボン50％混）
4. lOY R％黄褐色ローム
5. lOY R％黒褐色土（ローム粒・ロームプロック10
mm以下3%・焼」ガ立・カーポン混）
6. lOY R％暗褐色土（カーポン・焼土粒・小石混）
7. lOY R％暗褐色土 (lOYR％黄褐色ローム ・lOY
R％灰黄褐色ローム80％混）
8. 10YR％黒褐色土｛カーポン少々混）
9. lOY R％暗褐色土 2.5YR％赤褐色土混）
10. 7.5Y R％褐色ローム＋lOYR％黄褐色ローム＋
!OYR％灰黄褐色ローム
11. IOYR％黒褐色土 （ロームプロ ック10mm以上20%
混）
12.宵石砕け厨
13. lOY R％黒褐色土（ロームプロ ック10mm以下10%
混・締まりなし）
14. lOY R％黒褐色土（ローム粒15％混）
15. lOYR％黄褐色ローム (lOYR％黙褐色土10％混）
16. lOY R％黒褐色土（ローム粒 ・ロームプロック10
mm以下40%if/.)
17.守石砕け陪
18. 7.5Y R％灰色岩盤
19. lOY R％黄褐色ローム
20. lOY R％褐灰色土（軟石）

SPI 
23. Om 

l 
r. 

暗渠

29. JOY R％暗褐色土（軟石砕け
50％混）
30. JOY R％黒褐色土 （締まりあ
り）
31. lOY R％褐色ローム（硬い）
32. lOY R％嬰褐色土（ロームプ
ロック10mm以下lO％混）

こ

I. IOY R％暗褐色士（ローム
プロック20mm以下5%・ ロ
ーム粒5%・ カーボン少々
混）
2. JOY R％暗褐色土
3.灰・カーポン
4.焼士

5. lOY R％黒色土
6. lOY R％暗褐色土
7. lOY R％暗褐色土 （焼土粒
・ローム粒50％混）
8. lOY R％暗褐色土 （ローム
粒3%・ カーポン少々混）
9. lOY R％明黄褐色ローム

12. IOY R％黒褐色土
13. IOYR％黒褐色土（ローム粒5％混 ．礫2％混）
14.哀込め
15. IOYR％黒褐色土(JOYR％黄褐色ローム30%
混）
16. IOYR％黒褐色土｛礫50%)
17. JOYR％媒掲色土 JOYR％黄褐色土・ローム
15％混）
18. IOY R％暗褐色土（カーポン 1%)
19. IOYR％焦褐色土｛礫 ・15％混）
20. IOYR％焦褐色土 ローム粒2％混）
21. IOYR％愚褐色
22. IOYR％褐色ローム（地山）

SPk 
22.0 m 

一三ー：；：＝一------—暗云ぷ―` _—一ヽーーロ--」らざ—-クー：；一蓋板—•一ーー一暗：
19. o m 第10図

21. lOY R％黒褐色土
22. 2.5Y R％にぶい橙色軟石
23. lOY R％黒褐色土 (IOYR％褐色土 ・ローム粒 ・10
YR％灰黄褐色土・青石砕け混）
24. lDY R％暗褐色土 (2.5YR％にぶい橙色軟石滉じ
り）

25. !DY R％媒褐色土＋JOYR％暗褐色土
26. 2.5YR¾Iこぶい橙色1軟石
27. !DY R％黒褐色土（ローム粒 ・ロームプロック混
．軟石プロック20mm以下混）

28. !DY R％黒褐色上 （ロームプロック10mm以下10%
混）
29. 5 R冴赤黒色岩盤プロック附
30. lOY R％暗褐色土 （岩盤プロック ・ローム粒況）
31. 2.5Y R％にぶい橙色I軟石
32. 5 R尻赤黒色岩盤プロック府
33. !DY R％黒褐色土（ローム粒50％混）
34. 2.5Y R％にぶい橙色軟石
35. 5 YR％にぶい赤褐色岩盤プロック
36.青石砕け陪
37. !DY R％黄褐色ローム十 5y％灰オリープローム
38. 2.5Y R％にぶい橙色1軟石
39. 5 Y％暗オリープ軟石（灰色岩盤プロックJO％混）
40. 2.5Y R％にぶい橙色軟石
41. JOY R％黒褐色土（守石砕け40％混）
42. 2.5Y R％にぶい橙色軟石

I' 
SPm 
23. om 

巳

m' 

（硬い）
I' 10.礫思
-'--- 11. lOY R％明黄褐色ローム＋lOYR 

％暗褐色土
12. !DY R％黒褐色土（ロームプロッ
ク40%・小砂利 ・カーボン少々混）

_ 13. lOYR％黒褐色土（ロームプロッ
ク50mm以上50％混）
14. 5 YR％にぶい橙軟石
15. lOYR％黒褐色土（ロームプロッ
ク20％混・小砂利混）

- 16. lOYR％黒褐色土 (!OYR％灰黄
褐色軟石3%・10YR％焚褐色口
ーム粒5％混）
17. JOY R％黄褐色ローム (lOY R½
暗褐色土3％混）
18. lOY R％黒褐色土（ロームプロッ
ク1％混）
19. JOY R％褐色土
20. !DY R％謀褐色土（ローム粒40%
混）
21. !OYR¾暗褐色土(!DY R％黄掲
色軟石・ lOYR％灰白軟石50％混）
22. !OYR％黒褐色土（ローム粒・ロ
ームプロック10％混）
23. lOYR％暗褐色土（軟石砕け50%
混）
24. !OYR％黒褐色士 （ローム粒3%
混）
25. !OYR％焦褐色土 （締まりあり）
26. !DY R％黙色土（やや締まりあり）
27. lOY R％開褐色土（やや締まりあ
り）
28. JOY R％褐色ローム（軟かい）

43. IOYR％暗褐色土 {IOYR％黒褐色土5％混）
44. IOYR％黒褐色土 ローム粒10％混）
45. 2.5Y R％にぶい橙色軟石
46. 7.5G Y所緑灰色軟石（円礫70％混）
47. lOY R％賀褐色土 (25YR％にぷい橙色軟石・岩
盤プロック陪）
48. !DY R％暗褐色土 （百石砕け ・軟石 ・ローム80%
混）
49. IOYR％黒褐色土＋IOYR％褐色土 （軟石・岩盤
プロック50％混）
50. 2.5Y R％にぶい橙色軟石
51. IOYR％黄褐色ローム十 5y％灰オリープローム
52. lOYR％明黄褐色ローム(!DYR％灰オリープロ
ーム混）
53. 7.5Y％灰色岩盤プロック府
54. IOY R％明黄褐色ローム
55. 2.5Y R％にぶい橙色軟石
56. lOY R％褐色ローム
57. lOYR％黄褐色ローム＋IOYR％褐色土 （軟石10
％混）
58. lOY R％黒褐色土（灰石軟石30％混）
59. 5 Y％暗オリープ軟石（灰色岩盤プロック10％混）
60. 2.5Y R％にぶい橙色軟石
61. 5 YR％にぷい赤褐色岩盤プロック
62. 2.5Y R％にぶい橙色軟石

こ隅櫓廻りセクション図・エレベーション図 （2三ここェミェここミェl_―-

k‘ 
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ていないので不明であるが、当時の地表面から底板上面までの深さは 1尺7寸ほど

である。底板の幅は 8寸～9寸で、側板の厚さは 1寸6分～2寸程である。なお、

桝内部に石垣石が3個入っていた。おそらく城取り壊し時に入り込んだものと思わ

れる。北面のみに排水口がある。底板上面の標高は21.24mである。

板材はいずれも桧材を用いているものと思われる。

石製枡 （第13図）

石製枡の規模は、内法で底面規模は東西 2尺3寸と南北2尺5寸で、深さは 3尺

である。切り石の大きさは、長さ 3尺から 3尺5寸、幅 1尺から 1尺3寸、厚さ 7

から 8寸である。使用された石材はグリ ーンタフで、石垣石と同様、松前神明の沢

産である。側石の三石積まれた最上部は、ひび割れや剥落が著しい。底はグリ ーン

タフの切り石や偏平な礫を敷いている。底板上面の標高は21.07mである。

EPa-a'は枡の東面で石垣外に排水する暗渠が取り付く 。排出口の大きさは上辺

が8寸で下辺が9寸、商さが8寸の台形状を呈している。

EPb-b'は枡の西面で抜き取られた側石が上部に横たわる 。長さは 3尺である 。

枡 1からの排水の取り入れ口があり、大きさは上辺7寸下辺8寸で高さ 6寸の台形

状を呈する。側石は最下部の一段目しか残っていない。

EPc-c'は桝の南面で石段下の雨水を排水するための暗渠の取り入れ口があり、大

きさは上辺6寸下辺6寸5分で高さ 5寸である。最も開口規模が小さい。

EPd-d'は枡の北面で北郭方向からの木製暗渠の排水取り入れ口がある 。木製暗

渠の断面が見え、底板は幅 1尺 1寸、側板間の内法は 6寸5分で厚さは 2寸程であ

る。取り入れ口の大きさは 1尺2寸四方である。

暗渠 （第8図）

枡2から枡 1間の暗渠は、 側板 ・底板・蓋とも木製である。底板 ・側板は断面が

柾目で、蓋は板を渡す。暗渠の長さは22尺で、断面規模は幅の内法が1尺で高さは

5寸程と思われる。

番所からの暗渠も総木製で断面規模は、内法幅が1尺である。

枡 1から枡3間の暗渠は底板、蓋が木製で側は石製であるが切り石ではない。暗

渠の長さはセンターで16尺あり、側石の内法は枡 1側は1尺幅で、枡3側では 1尺

5寸幅である。第13図にこの枡3側の暗渠の詳細を示した。SPa-a'の断面では底板

の幅は 1尺5寸で、側石の高さは 1尺7寸である。木蓋は本来側石の上面を渡して

いたが、断面位置（土層 1の上面）まで埋没した。

北郭から枡3間の暗渠は総木製で断面規模は内法幅が7寸である。

石段下暗渠は、側石が切り石で蓋は偏平な礫、底は平瓦を 3枚敷く 。

桝3から東郭石垣間の暗渠は、第14図に詳細を示した。この暗渠は、下部を切り

石で組み、上部に木製側板と蓋を被せる。下部の構造は、切り石で排水溝を組み側

石の内法幅・深さとも 7寸から 8寸である。石質は灰色の熔けつ凝灰岩で笏谷石と

思われる。上部の構造は側石の外法幅部に側板を置き、側板の内法幅は 2尺5寸程

と思われる。側板材の幅は 8寸程で 7寸から 8寸おきに船釘が打たれる 。第10区s
Pf-£'の I-6 Grid付近に土層の堆積状況が判る。掘り方は土層3~22)が堆積する

幅6尺の箱型の溝が最初に掘られ、埋め戻されてから、この暗渠を埋設するために

II調査結果 15 
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lOY R％貨褐色ローム
JOY R％暗褐色土 （カーボン
．廿石砕け混）

3. lOY R％黄褐色ローム
4. lOY R％褐色ローム（背石砕
け・カーボン混）
5. lOY R％暗褐色土 （カーポン
混）
6. lOY R％黒褐色土 (10YR%
黄褐色ローム粒少々混）
7. lOY R％黒褐色土 (lOYR½ 
褐色ローム 3％混）
8. lOY R％関褐色土 (10YR%
黄褐色ローム30%・カーポン
混）
9. lOY R％黒褐色土 (lOYR%  
黄褐色ローム粒10％混）

SPc 
Z2.0m 

こぶ
c' 

口`1. lOY R％黙褐色土 (!OYR¾ 
賀褐色口＿ムプロック 1%・
ヵ＿ポン混）
2. lOY R％黄褐色ローム
3. !OY R％暗褐色土 ( lOYR¾
黄褐色ロームプロック 3%・
カーボン混）
4. lOY R％暗褐色土 (lOYR¾ 
黄褐色ロームプロ ック5%・
カーボン混）
5. lOY R％焦褐色土 ( !OYR¼
明黄褐色口＿ムプロック15%
混）
6. lOY R％黄褐色ローム
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尋三三］［墨詈（カーヤノ混）

4. IOYR％褐色ロ ーム

5. IOY％灰色軟石

S=1: 120 

三 一爾二

1. IOY R％黒褐色土（円礫混）

SPI 
3芦． ．」

→芦』
／ 
I 

1. lOY R％黒褐色土 （円礫混）

SPm 
21.som 

SPn ,I 

□三板上：三；日］ぽ？覧りしカー
4. lOY R％黒褐色土 （カーボン ・礫少々混）

I. IOY R％褐色土 (IOYR％黄褐色 1. 10YR％灰黄褐色土 (IOYR％明黄
ローム 3%・カーボン混） 褐色ローム30%•カーボン ） 

2. IOYR％暗褐色士 (IOYR翡明黄懇
色ローム 7%・ カーポン・小石混
3. lOYR％灰黄掲色土

塁6•こ疇三こ上

1. l O YR％暗褐色土 ( lOY R ¾
黄褐色ロームプロック 3%・
カーボン混）

2. lOY R％暗褐色土 (lOYR%  
黄褐色ロームプロック 5%・
カーボン混）

3. lOY R％黒褐色土 (10YR%
黄褐色ロームプロ ック15%• 
カーボン混）

4. 5 Y所灰色軟石 (7.5GY½ 
暗緑灰色軟石混）

5. lOY R％黒褐色土 （カーポン
混）

6. lOY R％黄褐色ローム
7. 5 Y尻灰色軟石 (7.5GY½ 
暗緑灰色軟石混）

8. lOY R％黄褐色ローム

1. lOY R％黒褐色土 (lOYR.% 
黄褐色ローム10%・カーポン
少々混）
2. lOY R ％黒褐色士 (lOYR¾
黄褐色ロームプロック 3%
カーポン混）
3. lOY R％暗褐色士 ( lOYR¾
黄褐色ロームプロック 3%・
円礫混）
4. lOY R％暗褐色土 (lOYR.%
黄褐色ロームプロック 2%・
lOYR％にぶい黄橙色ローム

喜筐璽］：YR％ 三羹畜：
万言 1攣2:l:9:8;]30]:

2. lOY R％黒褐色土（カーボン
• lOYR％黄褐色ロ ームプロ
ック 1％混）
3. lOY R％黄褐色ローム

4. lOY R％黒褐色土 (10YR%
黄掲色ローム粒少々混）

5. lOY R％黒褐色土 (10YR%
黄褐色ローム30%・カーボン

混）

6. lOY R％黒褐色土 （カーポン
• lOY R％黄褐色ローム粒10
% ・ロームプロック15％混）

7. lOY R％黒褐色土
8. lOY R％黄褐色ローム
9.円礫展 （lOYR％暗褐色土）
10.円礫展 （lOYR％暗褐色土）
11. 5 Y¾灰色軟石 （7.5GY％暗
緑灰色軟石混）

12. lOY R％黒褐色土 (10YR%
黄褐色ロームプロック 1％混）

1. lOYR％暗褐色土 (lOYR¾
掲色ローム20%・カーポンプ
ロック混）
2. !DY R％黒褐色士
3. lOY R％灰黄褐色土 （円礫混）
4. lOY R％黒褐色土 （カ ーボン
少々混）

m 

11 8 8 9・ 10 

1. !DY R ％暗褐色土 （lOYR¾ 6. lOYR％黒褐色土 （カーボン
黄褐色ローム粒 2％混） 多呈混 ・lOYR％黄褐色ロー
2.裁乱 (1OYR％黒褐色土にコ ムプロック 2％混）
ノクリート砕け混） 7. lOY R％黄褐色ローム (10Y
3.撹乱 （lOYR％黒褐色土にコ R％黒褐色土混）
ンクリート砕け混） 8. lOY R％黒褐色土 （円礫 ・育
4. lOY R％黒褐色土 （lOYR¾ 石砕け混）
黄褐色ロームプロ ック 2％混） 9. lOY R％黒褐色土 (lOYR¼ 
5. !DY R％黒褐色土 ( JOYR¾ 褐色土混）
黄褐色ロームプロック 2% • 10. 円礫庖 (lOYR％黙掲色土 ・
カーポン混） カーポン混）

11. lOYR％褐色土

第11図 隅櫓廻り詳細セクション図

S=1: 100 
5m 
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再度3尺5寸幅で掘られる。土層3~18)は暗渠

の埋土で、暗渠空洞部は陥没していた。

暗渠の勾配を第10図SPk-k'に示した。枡2から

枡3にかけて緩やかな勾配だが、枡3から東郭石

垣間はかなり急な勾配となっている。

枡1

S=I :30 
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／ 
木製枡平面図・エレベーション図

た。築城時に削りだされた地表面で検出され、築

城時に構築されたと思われる暗渠に切られている

ことと、福山城の絵図にも隅櫓の脇にこの様な遺

構が描かれていないことから築城以前の遺構であ

ろうと思われる。福山館期の絵図に、この付近に

土居が描かれていることから、土居根掘りである

可能性が高い。

この砂利は非常に浅い箱型の溝（根掘り）に堆

積しており、底面は平坦である。第11図SPj-j'と

SPl-1'に断面図を示した。この砂利は粒が大きく

揃っており、築城時の石垣裏込め砂利とは異なる。

根堀の底面の幅は 2尺であり、南北方向の根堀

内法間は16尺5寸から17尺で外法は21尺である。

土居石垣下場の幅は、 19尺から20尺程が考え られ

る。

•福山館期遺構

土居根掘り （第8.11図）

H-4.5、G-4.5Gridにまたがって、築城時の地

表面である地山ロームの削り出し面に、砂利が2

尺から 2尺5寸ほどの幅で、 コの字形に発見され

その他の遺構 （第8図）

不定形の掘り込みが3基認められた。時期はいずれも文化・ 文政以前である。

SX-1はごく 一部の調査であるので、遺構の性格はまったく判らない。第9図

SPa-a'に覆土の堆積状況を示した。I-4,I-5Point間の土層10)以下の落ち込みがそ

れで、砂利を多く含む土砂が堆積している。築城時の地表面からの掘り込みの深さ

は2尺である。出土遺物は無く、短期間に埋め戻されたものと思われる。

SX-2は第9図のSPd-d'に覆土の堆積状況を示した。H-4~d'間の土層20)が

築城時の地表面で、覆土には前述の福山館期の土居根掘りに認められたのと同様の

砂利が堆積していた。築城時の地表面からの掘り込みの深さは 1尺である。出土遺

物は無い。

SX-3は第11図の SPn-n'に土層堆積状況を示した。土層2)は暗渠の掘り方で、

土層4)が埋土である。土層3)は、福山館期の土居根掘りのつづきで、構築順位はS

X-3次に土居根掘り、そして暗渠となる。土層1)は福山城築城時表土である。

II調査結果 17 
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1. lOY R％暗褐色土 (YR
％黄褐色土粒3％混）
2.砂居
3. lOY R％陪褐色土 (lOYR
％黄褐色土粒％黒褐色
土粒、カーポン 3％混）

第13図 石製枡・暗渠排水詳細図 （1)

EPb 
22.0 m 

EPd 
22.0 m 

d' 

3) 東郭石垣

(K.W．南面延長105尺）

〇抄録

昨年度のトレンチ調査を踏まえ、未調査部のすべてを調査し終えた。その結果南

面の延長は105尺あ り、石垣に沿った旧地表面を確認することができた。このこと

により 、据手ニノ門石垣角から72尺で旧地表の勾配が変わり、さらに33尺で東郭石

垣の東端に達することが判明した。

18 史跡福山城 XII 1996.3 
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東郭石垣は、今回の調査ですべての石垣面が明らかとなっ

た。9~10ラインの間は、近代の通路のため削平され、西面

にコンクリ ート石垣が積まれている。

〇全体規模構造 （第15図）

平面図 ：D-5GridからD-7Gridまでは、石垣根掘りまでを

調査したが、 D-8Gridについては石垣抜き取り跡までを調査

した。したがって、調査平面図の掘り方の形状が異なる。掘

り方を完掘した D-5Gridでは、掘り方底面の幅は 2~3尺で

ある。石垣石は、 D-5GridからD-7Gridにかけて発見され、 C-

lOGridでコーナ一部分が、また D-lOGridでそれにつづく石

垣根石が発見された。いずれも石垣石は築城時地表面下の一

段目である根石部分が残っており、二段目が残っていたのは

C-6, 7Gridの一部である。

また、明治以降の柱穴列も発見された。EPa-a'にエレベー

ション図を示した。柱穴の間隔はほほ3尺で深さは旧地表面

から 1~ 2尺である。柱穴列は、

ン図SPb-b'によれぱ、土層13)

この柱穴にかかるセクショ

の擁護塀であった可能性が

高い。塀の高さは SPb-b'の土層10~12)

旧地表から 2~ 3尺程と考えられる。

の上面と思われ、

土層図 ：SPa-a'は、石垣裏込め裏の土層断面を示している。

土層13.14.21~24)は地山ロームで自然堆積土層である。土

層1~3)は近代の撹乱で、それ以下土層4~12)は築城時か福山館期か判らない。土

層17~19)は築城時の盛り土である可能性がたかい。SPb-b'では 7ラインの土層断

面を示す。土層20~33)は石垣裏込め砂利で土層 34.35)は掘り方の埋土で土層16

~19)が築城時から明治8年までの地表面と考えられる。土層10.11.13~15)は明

治8年から擁護塀の存続時までで、 この時に上層12)が堆積した。

〇東郭南東先端部詳細 （第16図）

SPa-a'は土層19)の上面が築城時の地表面である。土層30)より下位は地山岩盤

である。根掘りの深さは地山岩盤を 2尺掘り下げ土層19)までは 1尺あり 、都合 3

尺である。自然堆積層が認められないので、築城時に、崖地を地山岩盤まで削平し

石垣を築いていることが判る。なお、 セクション面に認められる大型の礫は城取り

壊し時に落ちた石垣石である。

SPb-b'は土層16)が岩盤面で石垣根掘りの掘り方面が見えている。福山城時代の

地表面は、土層 10~14)のうちにあり 、築城時の地表面は土層14)上面で、根掘

り底までの深さは 3尺である。8.9)は、城取り壊し時の堆積で、石垣裏込め砂利

である。土層1~7)は、コンクリート製石垣を構築しこの部分を通路として岩盤ま

で削平した後、堆積した土砂である。

SPc-c'は掘り方内部の堆積状況である。大型の石垣石の剥片を多量に栗石として

混入した土砂である。石垣根石は岩盤上にのる。この部分の岩盤の根掘りの深さは

II調査結果 19 
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1尺5寸である。

SPd-d'も掘り方内部の土層堆積状況である。根石第 1石までは石垣石の剥片が詰

められて 2石目には粘土混じりの土を叩き締めている。岩盤の根掘りの深さは2尺

5寸である。

SPe~h‘築城時の地表面は土層18.23.28)の上面である。城取り壊し時の堆積土

は土層9.20.21)で、石垣裏込め砂利も堆積している。福山城時代の堆積土は土層1

l~15.17)で、土層11)が堆積する以前に何らかの造成がなされたことが、土層12

~15)が切られていることで判る。土層16)は岩盤の掘り上げ土で、岩盤の掘り込

みの深さは 1尺である。

4) 三ノ丸石垣

(KY．延長57尺、石積高 6尺）

〇抄録

松前神社所蔵の線図では、外堀の水を大松前川へ落とす、落とし口の石垣と、こ

の三ノ丸石垣とは接続しておらず、三ノ丸石垣を長さ50尺で描いている。この図の

線を延長させると57尺で三ノ丸石垣の線に接続し、出土石垣57尺の規模と一致して

いることが判明した。石垣の地表からの立ち上がりは、部位によって異なるが4尺5

寸から5尺である。土居勾配は 6寸5分から 7寸5分ほどと思われる。

三ノ丸石垣は、築城時に三ノ丸平場の拡張と台場を含む土塁の造成のため、傾斜

地の土留めのために築かれた。福山館時代に、この地域は家臣屋敷地と数馬門 ・寺

町に通ずる道路があり、平場が狭く大松前川方向に傾斜していた地域であることが

「松前自沖口至奉行所図」から判明する。また、発掘調査からも地山のローム層の

傾斜が確認された。

石積み状況 （第17図） ： 1尺から 1尺5寸ほどの小形の石垣石を積み上げている。

石垣天端はやや乱れがあるものの概ね揃つている。SDラインでの欠落は、ここに

イタヤカエデの大木があり、その幹根によって実測ができなかった。積み方は概ね

落とし積みで、SEポイント付近を最後に積み上げていることが、石垣石の肩の傾

きから判る。築城後の永い年月と、城取り壊し後さらに石垣上に盛られた盛り土と

の土圧により 、谷側にハラミが認められるので、築城時の石積み勾配は判らない。

恐らくは外堀の落とし口の石積み勾配と同様の勾配であったものと思われる。

土暦堆積状況 （第17図） ：SE-12~15までのセクション図で、石垣の上部につい

ての福山城築城に関わる土層は、土層19~60)までと思われる。また、石垣の下部

については、築城時の土層は土層14~16.48)である。さらに、築城以前の福山館

時代の土層は土層 61.62)で、平場については削平され、斜面については削 り落さ

れたものと考えられる。城取り壊し時には土塁が削平され、土層3~18)が堆積し

た。

II調査結果 21 
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1. lOY R％黒褐色土 （ロームプロ ック10mm

以下20％混）

2. 2.5Y％暗灰賀軟石＋lOYR％明黄褐色軟

石

3. lOY R％黒褐色土 （ロームプロック50%

混）

4.軟石プロック陪

5.青石砕石展

6. 2.5Y％暗灰黄軟石

第16図 東郭土居詳細セクション図
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混 59.褐色土屡 (lOYR%)岩盤砕け
38. 黒褐色土屈 （LOYR½ ) 60.褐灰色土層 （lOYR%)岩盤砕
39. 暗褐色土屈（IOYR%)ローム粒・小 け混
砂利少々混 61.灰黄褐色土屈(lOYR½ ) 

40.黒褐色土屈（lOYR½) 62.褐灰色土図 (lOYR%)岩盤砕
41.黒褐色土殴 (lOYR%)ローム粒少々 け混
混

42.砂利思
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5)五番台場・四番台場

(K闇五番台場石垣下場27尺）

〇抄録

五番台場は発見したが、 四番台場については想定される場所を調査したが発見す

るに至らなかった。発見した五番台場の幅は、石垣下場で27尺あり、見分図の 「ニ

間四尺」 26尺より 1尺長い。

台場廻り平面図 （第16図）

五番台場 ・四番台場付近の現況の地形と位置関係を示した。五番台場については

台場石垣根石が発見された。また、この五番台場の周辺は士塁が比較的良く保存さ

れていた。四番台場付近は土塁が削平され斜面に落とされている状況が調査地の土

層堆積状況から判った。慶応3年に撮影された写真からも、三ノ丸の土塁はほほ同

じ高さで外周している状況が看取できる。したがって、この地域の土塁は明治8年

以降に民有地として払い下げられた後に、削平されたものと考えられる。

五番台場

平面図 （第19図） ：土塁の残存部で天端の標高が17.2mあり 、また築城時の平場

の標高は15.3mであり、この比高差は1.9m程ある。台場石垣は北東面に10石と南

西面に 3石が確認された。また、北西面は根掘り跡があり、根石まで抜き取られて

いた。さらに南東側は土居にすりつき、石垣は構築されなかった。

セクション図 （第20図） ：土塁の遺構に対し直角方向ではないが、土層の堆積状

況を示す。

SPa-a'は、土層1~4)までが城取り壊し以降の盛り土である。土層4)の下面に

築城時平場の地表面があり、ロームの地山面である。旧地表面の標高は15.3m付近

である。土層 5.7.8)は、築城時に外堀を掘削した際の排出土で、土層8)には石

垣石を加工した際の剥片も含まれている。

SPb-b'は土層 1.2)が城取り壊し以降の盛り土で、土層3)は築城時の表土であ

る。土層3)以下は築城時の盛り土で、築城時に外堀を掘削した際の排出土が堆積

する。土層6)以下は築城以前の旧表土面で、福山館時代に上級家臣の邸宅があっ

たレベルである。現状では、土塁頂部の幅は15尺程と思われるが、正確な幅は不明

である。また、土塁の頂部は削平されているものと思われ、現況での比高差が1.9 

m程であるがこれ以上比高差があったものと思われる。また、土塁の法下は縁石等

の見切りを示す遺構の痕跡は認められなかった。

SPc-c'は台場石垣の北西面の石垣抜き取り部の土層堆積状況を示す。土層1)は、

石垣根石抜き取り後に堆積したもので、土層3)は城取り壊し以降の盛り土で土層4)

は築城時の盛り土である。土層5)は石垣の栗石である。

SPd-d'、SPe-e'は石垣根石の姿図である。SPe-e'の掘り下げ面は築城時地表面で

あり、標高15.3m程である。

SPf-f'は台場石垣北東面の士層堆積状況である。土層5)の上面が槃城時の表土

II調査結果 25 



• 8 

ー＿・-一 ミ 一

~ I 
叩

芦了／ ロニ ー一

:、 I ロニニ三

／。＼` ／ 轟 ＼：＼ I ／―¥  

「/¥ ¥ ¥ 
「

゜
r—／口：＼□/口
I ~ 

|
|
人
‘

-

(
!
!
f

-

ー

，

1

ー

+ | 

g| 
ー で 0-B

第19図 五番台場平面図・コンター図

。」
-

5「
S=1: 125 

面で、土層3)が石垣裏込め栗石である。

四番台場

四番台場の想定される位置を調査したが、根掘り跡と思われる溝が、崖面に添っ

て検出された。また、これと直交する溝も確認された。

平面図 （第21図） ： A溝はB溝に切られており B溝の方が新しい。A溝は幅2尺

長さ18尺5寸が確認された。SS-2Grid付近の溝底面には柵列を示す柱穴跡が認めら

れた。B溝はA溝に対して直交し外堀側に延びていた。この両方の溝に仕切られた

26 史跡福山城 XII! 1996.3 
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崖側 （南東側）は、マウンド状に盛り上がってい

た。なお、 これらの遺構はすべて築城時盛り土上

にあり、築城時以降、おそらく城取り壊し後に構

築されたものと思われる。

セクション図 （第21図）: SPa-a‘は、土居部分

の土層堆積状況を示す。土層1~7)までは城取り

壊し以降の盛り土である。土層32)は福山館時代

の表土である。土層28~31)の上面が築城直前の

嘉永年間の地表面と思われる。この地表面の標高

は13.9~14.65mである。土層 8,18)が築城時の

土塁法面と思われる。また、土層8~27)までの

土層にはほとんど逍物が含まれておらず、短期間

に盛り土された状況が窺える。さらに、この盛り

土天端の土層堆積状況から上面が削平されたもの

と思われるが、現況の天端標高15.55mよりそれ

ほど高くない位置に天端があったものと思われる。

なお、セクション図の a'Pointよ り南側は急激な

崖地となっている。

SPb-b'は土層8)が城取り壊し以降の堆積砂利

で、土層 9,10)が築城時堆積土層である。なお、

この土層は、 SPa-a'の土層26)の上面に乗る。セ

クション図に見られる木枡は、城取り壊し以降の

盛り土を掘り構築されている。土層3)は木枡を

設置してから堆積した土層である。
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6)遺構小括
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〇二重太鼓櫓廻り

今年度の調査で基壇天端高が標商20.40m以上

これは土居天端の敷石

（土台石の栗石）の一部と思われる平石が出土し

たことによる。この上部にさらに隅櫓で発見され

たようなグリ ーンタフの土台石が乗り、さらに花

尚岩切石の縁石があって櫓建物がのるものと想定される。したがってグリ ーンタフ

の土台石までが1~2尺と思われ、花尚岩切石の縁石の高さが1尺あるので、確認

された標高より2~3尺で太鼓櫓建物が乗るものと予想される。

太鼓櫓周辺の土居高は、基壇の北側際では、標高20.25m付近であることが判明

し、櫓土台石との比商差は2尺5寸ほどと予想される。また、 基壇の西側ではかな

りの部分が削平されており、土居標高を推定可能な第9図SPl-1'部分で標高が19.6
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l.表土10YR％黒褐色土 (10YR% 12. lOYR％暗褐色土 (lOYR％黄
黄褐色粒10％混 ・カーボン 5％混 褐色土20％滉．礫 ・小石40％混
・小石混） ・カーポン少々混）

2. LOY R％黒褐色土・締まりなし 13. lOY R％黒褐色土 (lOYR％黄
3. JOY R％暗褐色土 （10YR%黄褐 褐色粒30％混）

色粒3％況 ・カーボン少々混 ．軟 14.IOYR％黄褐色土 (10YR％暗 上凶皿一
石粒 l％枇） 褐色土と％にぶい黄橙土20％混）
4. lOY R％暗褐色土 （青石 ・軟石混） 15.lOY R％黒褐色土 (IOYR％黄
5. lOY R％黒褐色土 (lOYR％黄褐 褐色土20％混．礫30％混）
色粒30％況） 16. lOY R％巣褐色土 (lOYR％賀
6. lOY R％暗褐色土 (lOYR％黄褐 褐色プロ ック粒40％況）
色土10％混・カーポン少々 ・小石 17. lOY R％明黄褐色土 ( lOYR¾
．礫混） 暗褐色土30％混．礫少々混）

7. 7.5Y R％にぶい橙 （軟石層） 18. !DY R％暗褐色土(lOYR％黄
8. lOY R％暗褐色土＋lOYR％褐色 褐色粒 5％混 ・カーポン・小石
土（カーポン少々混） 混）
9. lOYR¾黄褐色土十 LOYR％にぶ 19. lOY R％黒褐色土 (lOYR%黄
い黄橙土 ・角礫30％混 褐色土粒15％混）

10. LOY R％暗褐色土 (!DYR％黄褐 20. lOY R％褐色土 (lOYR％黄褐
色粒15％混 ・礫．者石10％混） 色土粒30%・カーボン少々混）
11. lOY R％暗褐色土 (lOYR％黄褐
色土20％混 ・カーボン少々混 ・小
石 ・角礫・円礫混） 込‘

spa 
16.om 

古

C

，旱
＇.,,I .... 0.OO 

24 21 19 14 11 lO a' 

32 29 27 

21. lOY R％明黄褐色土 （硬い） 22 15 13 12 9 30 
22. lOYR％黒褐色土 27. lOY R％にぷい賀橙 (IOYR％暗褐色士 3％混
23. lOY R％黄褐色土 (IOYR％にぷい黄橙30％混 ・lOYR％焚褐色 3％混・粘性あり）

・カ ーボン少々混 •IOYR％暗褐色土ID％混） 28. lOY R％黒褐色土(lOYR％黄褐色士粒ID％混
24. lOYR％暗褐色土 (IOYR％黄褐色土10％混） ・カーポン少々混）
25. IOY R％黄褐色土40%+5 Y％オリープ黄55% 29. IOY R％暗褐色土 (IOYR％黄褐色土粒10％混

• IOY R％褐色土5% （硬く締まっている） ・カーポン少々混）
26. lOY R％黄褐色土 (IOYR％にぶい黄橙プロッ 30. lOY R％黄褐色土
ク状で30％混． IOYR％黄褐色粒10％混 ・lOY 31. lOY R％暗褐色土＋lOYR％黄褐色土 （砂っぽ
R％暗褐色土20％混硬く締まっている） い・岩盤プロック・礫 • 青石混）

32. IOY R％黒褐色土
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第21図 四番台場付近平面図・セクション図

m程であるので、櫓台際より2尺ほどさがる。

櫓台の基壇は、掘り込み地業を行い、ローム地山面まで掘り下げた後、礫などを

を築城以前の旧地表面よ り高く積み上げている。また、 この旧地表面から地山ロー

ムまでは17世紀代からの盛り土層であることが今回の調査で再確認され、出土遺物

も木製品を主体に多量に発見された。

0隅櫓廻り

隅櫓の土台石を発見し、そのハッ リ面から櫓周辺の表土面の標高が22.65m付近

にあることが判明した。また、据手門裏平場の標商が21.9~22.0m程であるのでそ

の比商差は2尺～ 2尺5寸、 場合によ っては3尺ほどが考えられる。さらに石製暗

渠の天端の標高が22.0mであるので、平場の標高はこれより やや下がるものと思わ

れる。 城取り壊し後暗渠部は陥没した。平場の多くの部分は標商22m程で、木製枡

の周辺では枡に雨水が流れ込むように、地表面の勾配が認められる。
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図版番号 出土地区 器種 種別

22-1 SJ-1 杯 磁器

22-2 SJ-1 杯 磁器

22-3 H-4 杯 磁器

22-4 H-4 碗 磁器

22-5 SJ-1 碗 磁器

22-6 SJ-1 碗 磁器

22-7 H-4 碗 磁器

22-8 H-4 碗 磁器

22-9 SJ-1 碗 磁器

22-10 D-9 湯飲み 磁器

22-11 Sふ1 碗 陶器

22-12 H-4 灯明皿 素焼き

22-13 SJ-1 皿 陶器

22-14 H-4 灯明皿 素焼き

22-15 SJ-1 皿 磁器

23-16 SJ-1 皿 陶器

23-17 SH-3 碗 陶器

23-18 D-9 皿 陶器

23-19 SH-3 皿 磁器

23-20 I-4 士嘩 陶器

23-21 C-7 皿 陶器

23-22 SH-3 皿 磁器

23-23 SC-14 瓶 磁器

24-24 1-4 徳利 陶器

24-25 88-2 焼炉 素焼き

24-26 H-7 豆• 陶器

24-27 SS-2 瓶 陶器

24-28 SJ-1 播鉢 陶器

24-29 瓶 素焼き

暗渠排水の排出口は、 東郭石垣にあり 、石垣中段から放出される。

〇東郭石垣

今回の調査によ って東郭全体の石垣を確認したことになる。また、部分的な確認

調査で土居勾配も判明した。

2.出土遺物

今年度の調査で出土した遺物の点数は12,865点で別表（表 l)にその内訳を示し

た。このうち、石垣裏込め（海砂利）などから出土した、表面が摩滅した陶磁器は

3,371点あり 、遺構や遺物包含層から出土した遺物が9,494点である。以下、 主な特

色を表に示す。

第2表図示 遺 物観察表

産地 年代 文様•その他

肥前 17世紀後半～18世紀 染付、口縁 ’水平削り口銹・端反り・型押し、高台銘渦福、館期盛り土最下層

肥前 17世紀後半～18世紀初 染付、 口縁端反り、館期盛り土最下陪

肥前系 18世紀代 染付、見込が閃厚、館期SX-3覆土

肥前系 18世紀代 染付、見込が肉厚、館期SX-3覆土

肥前 18世紀前半 型紙摺、染付、 「大明年製」崩れ銘、館期盛り土最下層

肥前 18世紀代 染付、 「大明年製」崩れ銘、館期盛り土最下層

肥前 18世紀代後半 染付、「合」館期SX-3毅土

肥前 18世紀後半 染付、館期SX-3覆土

肥前 18世紀前半 染付、型紙摺、館期盛り土最下層

幕末・明治 染付、東郭石垣

18世紀代 透明釉、貰入、館期盛り土最下層

18世紀代 回転糸切り底、館期盛り土最下層

唐津系 17世紀後半～18世紀前半 青緑釉、見込蛇ノ目釉ハギ、砂目、館期盛り士最下層

18世紀代 内面透明釉、回転糸切り底、館期SX-3覆土

肥前 18世紀前半 色絵、口縁端反り、見込蛇ノ 目釉ハギ、見込に赤絵で五弁花、館期盛り土最下層

唐津 17世紀後半～18世紀前半 刷毛目、見込蛇ノ目釉ハギ、高台無釉、館期盛り土最下層

唐津系 18世紀代 刷毛目、見込蛇ノ目釉ハギ、高台 ’施釉・アルミナ砂付着、ニノ丸土居

関西系 幕末 ・明治 高台縁を除き全釉、透明釉、模様は釉薬の掻き取り、東郭石垣

肥前 17世紀後半～18世紀前半 染付け、 見込蛇ノ目釉ハギ、高台無釉、ニノ丸土居

信楽 幕末・明治 福山城器暗渠

瀬・美 江戸後期 鉄絵、馬の目皿、東郭石垣

幕末・明治 白磁、菊花文、型押し、レリ ーフ、釉調はややコバルト味がある。ニノ丸土居

幕末・明治 染付、口銹、釉調がコバルトがかっている。三ノ丸石垣

幕末 福山城期暗渠出土

幕末 口縁と外面に透明釉、 三ノ丸土塁

幕末・明治 隅櫓

幕末・明治 三ノ丸土塁

唐津系 館期盛り土最下層

明治・大正 外面は銀箔押し、内面は鉄釉

II調査結果 29 



こ 笙l,
口径(6.8cm)
高さ 4.8cm 
底径 (3.4cm)

ペ`
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第25図 出土遺物

胃

ガラス・硯他 (30~34)

図版番号 出土地区 器種 種別 産地 年 代 文 様 ・ そ の 他

25-30 SC-14 ガラス 明治 ・大正 型の合わせ目が認められない。気泡が多い。三ノ丸石垣

25-31 SC-14 ガラス 明治・大正 30と全く 同じ型。型の合わせ目が認められない。気泡が多い。三ノ丸石垣

25-32 SH-3 硯 スレート 近江 幕末 「本高島田石」の銘が表裏にある。ニノ丸土居

25 ~ 33 E-5 櫛 鼈甲

25-34 S0-10 サザエ 巻き貝 松前 幕末 • 明治 現在、松前小島に棲息し、サザエの北限地。三ノ丸土塁
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第26図出土遺物鉄製品 (35~40)

図版番号 出土地区 器種 規格 （長x幅X厚） 年 代 そ の 他

26-35 I-5 船釘 (202) X (24) X (12)mm 嘉永年間 福山城期石製暗渠上部の側板の止め釘。

26-36 I-5 船釘 (188) X (24) X (12)mm 嘉永年間 ，，， 

26-37 1-5 船釘 (188) X (24) X (9)mm 嘉永年間 ，，， 

26-38 1-5 船釘 (186) X (26) X (9)mm 嘉永年間 ク

26-39 1-5 船釘 (188) X (24) X (9)mm 嘉永年間 ク

26-40 H-4 鎚 (98) X (10) X (lO)mm 文化 ・文政以前 館期SX-3覆土

26-41 H-4 鎚 (142) X (12) X (12)mm 文化 ・文政以前 ，，， 
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写真図版
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図版 1 二重太鼓櫓基壇 （1)
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1 : 400 

調査前の状況。シートは平成6年

度調査部分。

2 

右手の大型の礫は、基墳地業下層

部積み上げ礫の最上部。断面に上

部地業の砂利が被さっている状況

が判る。

3 

2よりもう一段掘り下げると、基

壇地業下層部の裾まわりに砂利を

敷いている。4も同様。
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1 : 400 

図版 2 二重太鼓櫓基壇 （2)

右上方にある平石が櫓土台石の根

石と考えられる。断面は上部地業

と櫓北側土居の土層堆積状況。ト

レンチ底面は福山館期 （嘉永以前）

の地表面である。

2 

土層断面は土居盛り土の堆積状況。

右手前の柱穴は福山館期 （嘉永以

前）の柵列跡。柵のまわりには砂

利が敷かれていた。

3 

2の拡大。土居の天端と福山館期

の地表面が判る。4は柵列の全体

で柱穴のプランは円形。
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1 : 400 

SJ-lGridにおける福山館期盛り

土 （嘉永以前）の調査。手前の長

方形の平場面が築城直前の生活面。

奥の基境下層部地業は、この盛り

土を掘り込み、生活面より高く礫

を積み上げ、その裾 （段差部）は

4の様に砂利を三角堆積させてい

る。

2 

盛り土内下層部の遺物出土状況。

奥は基壇下層部地業。

3 

福山館初期(17世紀前半）の生活

面は、地山ロームを削り出して造

成していたと思われる。5は基壇

下層部地業の西面。

図版 3 二重太鼓櫓基壇 （3)
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図版4 二重太鼓櫓基壇 （4)

i 忙： — ー・一

1ベ
1 : 400 

盛り土最下層遺物出土状況。出土

した陶磁器の時期は17世紀後半か

ら18世紀前半。

2 

曲物等日常的な生活用具と建築廃

材 （柾等）そして割れた陶磁器が

ほとんどで、塗り物は碗・盆など

が極く少量出土した。

3 

最下層調査状況。人と比べ基壇下

層部地業の礫の大きさが判る。
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1 : 400 

SL-lGridのトレンチセクション。

右側は基壇の下層部地業の礫。左

側は中位下が嘉永以前の盛り土。

2 

左側は中位の砂利層が築城時の表

土で、下層部地業はこの面からロー

ム地山まで掘り込み、礫を積み上

げている。

3 

2の嘉永以前の盛り土を正面から

見る。4は地業掘り込み。

図版 5 二重太鼓櫓基壇 （5)
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図版6 二重太鼓櫓西側土居 （1)

4忙ミミー［，：
‘’ 

1 : 400 

表土を剥いだ段階で礫が散在して

いた。すでに天端は削平されてい

た。

2 

この法面以下が築城時のものと思

われ、明治8年までに削られた結

果この形になった。散在する礫は

土塀地業栗石の可能性が考えられ

る。

3 

L字形の溝は近代の土台根掘りで

ある。
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1 : 400 

セクションに見える土層は明治8

年以降に堆積したもの。

2 

中位以下は嘉永築城以前の堆積土。

3 

中位の黒色土の堆積が嘉永築城以

前の表土で、その上位が築城時堆

積土。なお、左側に見える明るい

三角堆積土より上位は明治8年以

降の堆積土。

図版 7 二重太鼓櫓西側土居 （2)

みニコマ饂●
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図版8 二重太鼓櫓西側暗渠 （1)

］ロニミー：／］
‘ ’ ヽ —

1 : 400 

中央2本の溝のうち左側は二重太

鼓櫓基壇石垣の根掘り 。右側は近

代の住宅基礎の根掘り 。

2 

暗渠のプランを確認した状況で、

この面が嘉永築城以前の生活面。

円形の礫は建物礎石で、おそらく

厩守長屋のものと思われる。

3 

暗渠の埋設間隔は内々で4尺、 芯々

で5尺ある。
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3本認められる溝のうち中央は太

鼓櫓基境石垣の根掘りで、両側が

嘉永築城以前の木製暗渠。埋設間

隔は内々で4尺、芯 で々5尺ある。

2 

図版8-3と同じ。中央に木製枡

が出土した。枡の規模は幅が1尺

3寸で長さが現存で 1尺7寸、深

さが約 1尺である。

3 

太鼓櫓基壇石垣の根掘りと暗渠の

セクション。

図版 9 二重太鼓櫓西側暗渠 （2)
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図版10 隅櫓 （1)

調査前の状況。バックホーで表土

の砂利を剥いだところ。

2 

調査状況。近代の遺構の隙間から

近世の遺構を調査する。

3. 4 

調査終了状況。
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隅櫓周辺。手前マンホールの下に

築城時暗渠が埋設されていた。中

央奥に隅櫓土台石垣が一部残存し

ていた。

2 

隅櫓土台石垣は南面と北面の根石

部分がそれぞれ一部残っていたが、

天端は不明である。なお、 土台石

垣の根掘りは浅く、石垣石の下に

栗石はほとんど詰められておらず、

根掘り底に直に置かれていた。

3. 4 

隅櫓土台石垣の南東隅が検出され、

桁行26尺であることが判明した。

梁間は北西隅に根掘りがあり、約

19尺と思われる。

図版11 隅櫓 （2)
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図版12 隅櫓 （3)

北側の隅櫓土台石垣と暗渠。中央

正面のセクションに見える土層は

築城時の盛り土である。

2 

トレンチ中位にある暗渠のプラン

確認面が築城以前の生活面で、こ

の場所は絵図などから館の外側に

ある道路跡と考えられる。暗渠遺

構は道路跡の地山ロームを切って

掘り込まれており、築城時に構築

したことが判る。

3 

隅櫓基壇内に木製暗渠が検出され、

更に西側に続いていた。これは築

城時暗渠の上部に構築されていた

ことから、明治以降と判明した。
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図版13 暗渠と枡 （1)

奥に木製の枡1. 2、中央手前は

石製枡があり、隅櫓を廻り埋設さ

れている。

2 

枡2で、据手門櫓台裏の雨水をう

ける。4は暗渠調査前のプラン確

認状況。右側縦方向の窪み。

3 

枡 lで、左側は花尚岩土台石。4

は枡1～枡2間の暗渠木製蓋。

1
,z
.
 

4
 

., 
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図版14 暗渠と枡 （2)

1 

枡3石製枡から東郭石垣間の暗渠

検出状況。右側のセクション際に

ローム地山が見え、これを掘り込

んで暗渠が構築される。

2 

暗渠のセクション拡大。排水溝石

組の両外に沿って側板をあて、木

蓋をする。木蓋は側板に対し横に

渡し蓋とする。側板は 4寸角の木

材を 2本、船釘でつなぎ合わせ使

用している。

3 

船釘は 7~8寸間隔に打たれる。

4は枡3石製枡から東郭石垣間の

暗渠全景。
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左側に排水し、他の三面から水を

うける。内法はほぼ2尺5寸四方

で、深さは最大で3尺4寸。

2 

東面にある排水のための開口部。

3. 4 

石段下の暗渠。石段および隅櫓の

乗る士居内側の石垣根掘りに透る

雨水を砂利を介して受ける。

図版15 石製枡
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図版16 枡•福山館期土居

1 

枡2の検出状況。石垣石が入り込

んでいる。

2 

中央コの字に砂利敷きが認められ、

絵図から福山館期土居石垣根掘り

と考えられる。根堀り幅は 2尺か

ら2尺5寸で、福山城の土居根掘

りの幅は 4~5尺であり、規模が

全く異なる。

3 

福山館期土居石垣根掘りは、福山

城期暗渠に切られている。福山城

期生活面からはこの根掘りの玉砂

利上面はロームが張られ判らなかっ

たが、 ローム表面の土の乾き具合

からこの追構を検出した。
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調査前の状況。

2 

調査終了状況。左側のマウンドが

三本松土居遺構で、中央やや右側

の平場が福山城期の地表面である。

3. 4 

調査終了状況。石垣根石が部分的

に残っていた。杭列は明治8年以

降である。

図版17 東郭石垣 （1)
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図版18 東郭石垣 （2)

亡

裏込め堆積状況。裏込め砂利には

かなり上が混ざる。

2 

石垣掘り方。石垣裏側のこの部分

では中位に福山館期地表面がある。

3. 4 

南東隅先端部を検出したことによっ

て南面の石垣延長が105尺である

ことが判明した。
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図版19 東郭石垣 （3)
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南東隅先端部石垣裏込めは、玉砂

利が用いられているが、このよう

に、石垣石の加工砕を詰めている

ところもある。

2 

右側の根掘りにまたがる土層観察

のための畔の上面が福山城期の地

表面である。根掘りは地山の岩盤

を掘り込み栗石（玉砂利）を入れ

根石を据える。

3 

先端部上部の面のハツリのある部

分までが地表に露出していたと考

えられる。4は人との比較。
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図版20 三ノ丸石垣
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1 

調査前の状況。

400 

2 

天端があり 、福山城期の地表面か

らの立ち上がりは6尺で、外堀落

とし□かどからの延長は、 57尺あ
り、松前神社所蔵絵図と延長が一

致した。

3 

永年の土圧と植物の根によりハラ

ミや石垣の欠落を生じている。
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調査前の状況。土塁天端の平場が

良く保存されていることが判る。

2 

土塁内部の盛り土は外堀の掘り上

げ土が使用されている。表而に見

える礫は、外堀を掘った除の地山

岩盤の砕け石である。

3 

台場は石垣で囲まれた基壇状をな

す。その石垣根石を検出 し、一辺

が下場で27尺あった。

五番台場 (1)
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図版22 五番台場 （2)

根石出土状況。裏込めの玉砂利が

しつかり入っている。

2 

左側奥のトレンチ底面が福山城期

地表面で標高15.3mである。

3 

右側土層観察畔に石垣石の抜き取

り状況が判る。
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図版23 出土遺物 (1)
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図版24 出土遺物 （2)

(20~23) 

(24、25)

(26) (27) 
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図版25 出土遺物 （3)

に：
(28、29)

(30~34) 
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(35~41) 
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